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3 方法  

（1）調査対象   

全国の少年鑑別所52庁に2000年10月18日か  

ら同年11月30日までの44日間に観護措置決定  

により入所した者全員を対象とした。  

（2）調査内容   

調査票は，職員用と少年用の2部で構成さ  

れ，その内容は次のとおりである。  

ア 職員用調査票   

① 性別   

② 年齢   

③ 入所回数   

④ 非行歴   

⑤ 本件共犯数   

⑥ 本件共犯役割   

⑦ 不良集団所属   

以上の7項目のほか，当該少年の基本的な  

属性を尋ねる項目からなっている。  

イ 少年用調査票  

① 生き方志向   

人の暮らし方，すなわち生き方志向は，各  

時代の社会的背景に強く影響されることから，  

これまでも総務庁が意識調査で度々取り上げ  

ている。調査項目は，同庁青少年対策本部  

1 はじめに  

総務庁（現内閣府）の「青少年の生活と意識  

に関する調査」（1996）によると，一般の中学  

生。高校生において不登校や喫煙等に対する  

抵抗感の減少が指摘されている。また，社会  

常識や社会規範を軽視する傾向が進み，個人  

としての興味・関心は追求していくが，社会  

的な事柄に対する無関心が広がりつつあると  

されている。これらのことは非行少年の意識  

や行動にも少なからぬ影響を与えているもの  

と考えられる。そこで，最近の非行少年の社  

会規範等に関する社会認知について調査し，  

非行行動との関連を分析することによって，  

非行行動の背景となった社会的認知の実態を  

明らかにし，多角的に検討することとした。  

2 目的  

非行少年（少年鑑別所被収容少年，以下同  

じ）の生き方の志向（人生観）や社会制度，  

社会規範等に対する認知の特性を明らかにし，  

非行行動との関連を分析する。  
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（1996）が実施した「日本の青少年の生活と  

意識」から「人生観（人の暮らし方）」に関  

する部分を引用したものである。回答は，「良  

い業績をあげて，高い地位や評価を得たい」  

など，人の暮らし方に関する7個の選択肢  

（「その他」を含む。）の中から1つ選ばせた。  

② 自由連想による社会認知   

少年にとって社会との接点と考えられる対  

象（単語）に対して，最初に思いついた言葉  

を，自由に記入させるものである。項目は，  

「親」「お金」など身近な対象から「法律」  

「日本」など，比較的大きい概念である対象  

まで全部で12項目とした。  

③ 社会意識   

和田ら（1990）による「現代青年の規範意  

識と私生活主義」から，規範意識と私生活主  

義に関するものを一部引用したものである。  

本尺度は，「社会のしきたりや習慣にとらわ  

れた生活はいやだ」など，全部で15項目の下  

位尺度からなっており，回答は，「ちがう」  

「ややちがう」「どちらともいえない」「ま  

あそのとおり」「そのとおり」の5つの選択  

肢から1つ選ばせ，それぞれ1点から5点を  

与える。そして，各下位尺度の得点を合計し  

て，社会意識得点とした。  

④ 地域社会の問題点   

総務庁青少年対策室が1995年に実施した  

「日本の青少年の生活と意識」の調査から，  

地域社会に関する事項を引用したものである。  

質問項目は，「町内会などの活動が少なくな  

った」など，地域社会で問題だと思う点につ  

いて，9項目の選択肢の中から，当てはまる  

ものすべてを選択させた。  

⑤ 非行の抑止方略   

総理府広報室が実施した調査「青少年の非  

行等問題行動」（1998）から，非行抑止方略に  

関する項目を採用した。青少年の凶悪。粗暴  

な非行に対して，どのような方略が必要かに  

ついて，「親が子供への教育やしつけをきち  

んとする」など，10項目の選択肢の中から3  

つまで選択させた。  

⑥ 規範意識Ⅰ（ぐ犯行為）   

規範意識に関する研究には，後述するよう  

に，総務庁青少年対策本部の「規範意識と非  

行の深化についての調査」（1989）など多く  

の研究がある。これらの先行研究を参考にし  

て，少年鑑別所に収容されている非行少年の  

規範意識について，ぐ犯行為と犯罪行為に分  

け，それぞれの行為に対する意識について調  

査することにした。その際，本調査が，審判  

前の特殊な状況下で行われるため，ともすれ  

ば，実態を離れた「たてまえ論的な回答」に  

陥りやすいことから，特に，設問におけるぐ  

犯行為及び犯罪行為（後述）の実行者を，回  

答者から見て，身近な「知っている中学生」  

と仮定した。ぐ犯行為での質問は，「知って  

いる中学生が次の行為をしているのを見たら  

どう思うか」とし，具体的で身近な問題場面  

を想定させた。   

ぐ犯行為は，①友だちとゲームセンターに  

行く，②友だちとタバコを吸う，③友だちと  

ビールを飲む，④友だちとポルノ雑誌を貸し  

借りする，⑤夜遅くまで街で遊ぶ，⑥無断で  

友だちの家に泊まる，⑦学校をさぼる，⑧家  

出をする，の8項目とした。   

なお，設問の順序は，中里ら（1997）の研  

究による，「青少年の感じる悪さの程度」を  

参考とした。   

回答は，「まったくかまわない」から，「本  

人自身が決めればよい」「なるべくやめたほ  

うがよい」「絶対やめたほうがよい」まで，  

許容的なものから規制的なものまでの4つの  

選択肢から1つを選ばせた。  

⑦ 規範意識Ⅱ（犯罪行為）   

犯罪行為は，ぐ犯行為の場合と対応の仕方  

が異なるところから，設問の状況及び対応の  

仕方を若干変更した。また，取り上げる犯罪  

行為は，ぐ犯行為との関係も考慮し，いわゆ  

る重大犯罪を除き，比較的軽微な罪種に絞っ  

て選定した。   
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設定した犯罪状況は，ぐ犯行為の場合と同  

じく，犯罪行為の実行者を「知っている中学  

生」とした。犯罪行為は，①オートバイの無  

免許運転，②スーパーでの万引き，③自転車  

の無断使用（窃盗），④恐喝，⑤シンナー吸  

引，⑥覚せい剤使用，⑦けんかによるけが（傷  

害），の7項目とした。質問は，「知ってい  

る中学生が次に掲げることをするのを見たら  

どうしたらよいと思いますか」とし，具体的  

な対処方法を前提とした回答を求めることに  

した。   

回答は，高橋ら（1977）の「犯罪抑止力か  

ら見た社会的制裁の効果」を参考にして，「本  

人の自覚にまかせる」から，「自分が直接注  

意する」「先輩に注意してもらう」「学校の  

先生にいう」「警察にいう」まで，放任する  

ものから社会的制裁を予定するものまでの5  

つの選択肢から1つを選ばせた。  

⑧ 非行の中和化   

マッツア，D．ら（1964）の中和理論から，  

「罪（責任）の否定」「（相手の）不正義の  

感得」「不法行為の肯定」「習慣の肯定」の4  

類型について，非行少年が社会規範を逸脱す  

る際の心理機制を明らかにしようとするもの  

である。   

項目は，彼の著作「漂流する少年」（上芝  

功博他訳）の中で，中和化の例として示され  

た非行少年の言い分（言い訳や合理化）を参  

考として，例えば，「もっと悪いことしても  

捕まらない人がいるので不公平だ」「非行を  

した少年でも普段は社会の決まりを守って生  

活していると思う」など12項目を作成した。   

回答は，「ちがう」「ややちがう」「まあ  

そのとおり」及び「そのとおり」の4つの選  

択肢から1つを選ばせた。  

⑨ 少年犯罪の認知   

新聞，テレビ等で報道された少年犯罪につ  

いて，特に印象に残った事件があるか，ある  

とすれば，何をどの程度知っているか，また，  

その犯罪についての感想を，それぞれ，自由   

記述方式で回答させた。   

なお，今回は得られた資料の一部のみを分  

析・検討することとした。  

4 結果  

（1）調査対象者の特性  

ア 性別。年齢   

全国の少年鑑別所から回収された資料のう  

ち，男子1，641名，女子243孝一，合計1，884名を  

有効な資料とした。   

表1は，調査対象者を性別及び年齢群別に  

みたものである。   

なお，年齢については，必要に応じ，年少  

群（14～15歳），中間群（16～17歳），年長  

群（18～19歳）の3群に分けて分析する。  

表1 性別・年齢別構成   

男子  女子  合計  

N  ％  N  ％  N  ％  
12歳   1 0．1  

13歳  5  0．3  

14歳 106  6．5  

15歳  236 14．4  

16歳  336 20．5  

17歳  359 21．9  

18歳  30118．3  

19歳  297 18．1  

1  0．0   

6  0．3  

129  6．8  

296 15．7  

396  21．0  

403  21．4  

330 17．5  

323 17．1  

1  0．4  

23  9．5  

60  24．7  

60  24．7  

44 18．1  

29 11．9  

26 10．7  

計 1，641100．0  243100．01，884100．0  

イ 非行歴   

表2は，本件非行を含む非行歴を性別及び  

年齢群別に見たものである。   

なお，非行は，家庭裁判所に係属した事件  

とした。   

罪種を性別にみると，男子では財産犯，交  

通犯，粗暴犯の順で多い。また，年齢群ごと  

にみると，財産犯及びぐ犯は年齢が高くなる  

にしたがって，係属する事件の割合は低くな  

っているが，薬物犯及び交通事犯は年齢が高  

くなるとともにその割合も高くなっている。   

女子の罪種では，財産犯，薬物犯 粗暴犯  

の順で多い。また，年齢群別では，薬物犯が   
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年齢群別にみたものである。男女ともに，初  

回（1回目）である者の割合が大部分を占め  

ている（男子75．1％，女子83．8％）。   

なお，男子の年齢群別では，年齢が高くな  

るにしたがって入所回数が増えるのに対して，  

女子では，年齢群間の差はみられない。  

男子と同じく年齢が高くなるにしたがって，  

係属する事件の割合は高くなり，ぐ犯も男子  

と同じく年齢が高くなるにしたがって，その  

割合は低くなっている。  

ウ 入所回数   

表3は，少年鑑別所の入所回数を性別及び  

表2 性別・年齢群別による非行歴  

性別 年齢群 人員 凶悪犯 粗暴犯 財産犯 性犯 薬物犯 交通犯  ぐ犯  

年少群  348   6．0  26．7  60．9   2．6   4．9  21．0   8．9  

男子 中間群  695   9．1 24．3  55．3  1．7   7．9  36．5   2．7  

年長群   598   6．5  24．7  52．3   4，3  15．4  42．8   2．3  

計  1，641  7．5  25．0  55．4   2．9 10．0  35．5   3．9  

年少群  84  22．6  28．6  20．2   8．3  34．5  

女子 中間群  104  1．9  29．8 19．2  27．9 19．2 17．3  

年長群  55   3．6 14．5  43．6  34．5 18．2   5．5  

計  243  1．6  23．9  28．0  26．7 15．2  20．6  

注1）罪名には，調査時までの期間に家裁へ継続した事件すべてを含む。  
注2）非行名の数値は構成比を示す。  

表3 性別上年齢群別による入所回数  

1回  2回  3回  4回以上  合計  
性別 年齢群  

N  ％  N  ％  N  ％  N  ％  N  ％  

年少群  297  85．8  48  13．9  1   0．3  346 100．0  

中間群  546  79．0   109  15．8  23  3．3  13   1．9  691 100．0  

年長群  383  64．4   134  22．5  48  8．1  30  5．0  595 100．0  
男子  

計  1，226  75．1   291   7．8  72  4．4  43  6．9 1，632 100．0  

年少群  69  82．1   14  16．7  1  1．2  84 100．0  

中間群  89  86．4  12  11．7  1   1．0  1   1．0   103 100．0  

年長群  44  81．5  9  16．7  1   1．9  54 100．0  
女子  

計  202  83．8  35  14．5  3   1．2  1   4．0  241 100．0  

注）無回答は除く。  

表4 性別・年齢群別による本件共犯数  

単独  2人  3人  4人以上  不特定多数  合計  
性別 年齢群  N  ％  N  ％  N  ％  N  ％  N  ％  N  ％  
年少群 110 31．8  86 24．9   52 15．0  92 26．6  6 1．7  346100．0  

中間群 129 18．7 187 27．1  99 14．3  241 34．9   35  5．1 691100．0  

年長群  219 36．9 131 22．1  60 10．1 147 24．7   37  6．2  594100．0  
男子  

計  458 28．1 404 24．8  21112．9  480 29．4   78  4．8 1631100．0  

年少群   36 42．9  14 16．7  12 14，3   22 26．2  84100．0  

中間群   22 21．4  32 31．1 18 17．5  27 26．2  4  3．9 103 100．0  

年長群  10 18．5  24 44．4  7 13．0  11 20．4  2  3．7   54100．0  
女子  

計  68 28．2   70 29．0  37 15．4  60 24．9  6  2．5  241100．0  

注）無回答は除く。   
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が少ないが，「暴走族」（13．0％）がやや多  

い。   

なお，「生徒不良集団」とは，学校を基盤  

とした不良生徒の集まりを指すのに対し，「地  

域不良集団」は，交友関係が学校内のみにと  

どまらず，ある程度幅のある地域の少年たち  

で構成されている。  

（2）非行少年の社会的認知  

ア 生き方志向   

表7は，人の暮らし方に関する意識を性別  

及び年齢群別にみたものである。   

人の暮らし方として選択されたものを年齢  

群別にみると，最も多いのは，男女ともに「身  

近な人との愛情を大事にしたい」（男子42．7％，  

女子55．7％）であり，これだけで半数前後を  

占める。また，女子の方が，男子より多い。   

一方，「良い業績をあげて高い地位や評価  

を得たい」（男子3．2％，女子1．3％），「経  

済的に豊かになりたい」（男子12．2％，女子  

8．0％）や「社会や他の人々のためにつくした  

い」（男子5．5％，女子3．0％）は，いずれも  

少ない。   

なお，総務庁青少年対策本部（1996）の一  

般少年の調査でも，「身近な人との愛情を大  

事にしたい」（男子23．8％，女子37．5％）が最  

も多く選択されている。ただし，最多である  

ことは共通しているが，非行少年ほど高率で  

はない。   

このように，若者が，いわば「私生活主義」  

ともいえる暮らし方を優先したいと思うのは，  

先に述べたように，非行少年だけの特徴でな  

く，我が国の若者に共通した特徴であるが，  

それを，国際比較すると，特異な生活観とい  

われている。例えば，日本青少年研究所の千  

石（2001）が，若者（中・高生）の価値観に関  

する4カ国（仏，米，韓，日）の国際比較で，  

我が国の若者の特徴は，「人生を楽しんで生  

きること」が最も大切なこととして，「社会  

のために貢献すること」を低く評価する傾向  

があると指摘している。   

エ 本件共犯数   

表4は，本件共犯数を性別及び年齢群別に  

みたものである。   

男子では，年少群，年長群で「単独犯」が，  

また，中間群では「共犯4人以上」が，それ  

ぞれ3割を超えている。   

女子では，年少群で「単独犯」が4割強を  

占め，中間群と年長群は「共犯2人」が，3  

割から4割強を占めている。   

なお，女子の「単独犯」は，年齢とともに  

減少していくのに対して，共犯2人は，年齢  

とともに増加している。  

オ 本件共犯役割   

表5は，本件時の共犯者間における本人の  

役割を性別及び年齢群別にみたものである。  

男女ともに，「共同」の占める割合が3割を  

超えている。   

年齢群別では，男子が年齢とともに，「主  

導」の割合が多くなるのに対し，女子では，  

「共同」「従属」の割合が年齢とともに多く  

なる傾向がみられる。  

カ 不良集団所属   

表6は，所属する不良集団の有無と種類を  

性別及び年齢群別にみたものである。男女と  

もに，不良集団に属さない者が4割から5割  

いる（男子46．2％，女子58．9％）。何らかの  

不良集団に属する者のうち，男子では，「暴  

走族」（26．5％）が最も多く，次いで，「地  

域不良集団」（17．3％）が多い。   

年齢群別では，年少群は「不良生徒集団」  

が，中間群は「暴走族」が多く，それぞれ3  

割前後を占めている。年長群は，「地域不良  

集団」（14．3％）がやや多い。   

女子では，「地域不良集団」（20．3％）が，  

次いで，「暴走族」（12．4％）が多い。   

年齢群別では，年少群は，「地域不良集団」  

（26．2％）と「生徒不良集団」（14．3％）が  

多く，中間群は「地域不良集団」（22．3％）  

が多い。   

年長群は，総じて，不良集団に所属する者  
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主導  共同  雷同  従属  該当なし  不明  合計  
性別 年齢群  N  ％  N  ％  N  ％  N  ％  N  ％  N  ％  N  ％  
年少群  3710．9 133 39．0  4312．6  25 7．3 102 29．・9  1 0．3 341100．0  

中間群  9614．2 275 40．7 12117．9  6910．2 10916．1  6 0．9 676100．0  

年長群  9516，5 164 28．4  8715．1 37 6．4 19133．1  3 0．5 577100．0  
男子  

計   22814．3 572 35．9 25115．7 131 8．2 402 25．2 10 0．61，594100．0  

年少群   7 8．3  27 32．1  8 9．5  6 7．1 35 41．7  11．2  84100．0  

中間群  1413．7  35 34．3 19 22，6 1514．7 1918．6  102100．0  

年長群   5 9．6  22 42，3   6 7．1 1019．2   815．4  11．9  52100．0  
女子  

計  2610．9  84 35．3  3313．9  3113．0  62 26．1  2 0．8 238100．0  

注）無回答は除く。  

表6 性別・年齢群別による不良集団所属  

なし  生墓高良 地業高良 暴走族   的屋   暴力団 その他・不明 人員  
性別 年齢群  

N  ％  N  ％  N  ％  N  ％  N  ％  N  ％  N  ％  N  ％  
年少群 139 40．2  

中間群  310 45．0  

年長群  304 51．2  

91 26．3   69 19．9  45 13．0   1 0．3   1 0．3  346100．0  

22  3．2 128 18．6  217 31．5   1 0．1   7 1．0   4  0．6  689100．0  

9 1．5   85 14．3 169 1．3   5  0．8  14  2．4   8 1．3  594100．0  
男子  

計  753 46．2 122  7．5  282 17．3 431 26．5   7  0．4  22 1．4 12  0．71，629100．0  

年少群  44 52．4  

中間群  57 55．3  

年長群  41 75．9  

1 1．2  84100．0   

1 1．0    2  1．9  103100．0  

1 1．9   54100．0  

12 14．3   22 26．2   5  6．0   

2  1．9   23 22．3  18 17．5   

1 1．9   4  7．4   7 13．0  
女子  

計  142 58．9 15  6．2  49 20．3  30 12．4  2  0．8   3 1．2  241100．0  

注）無回答は除く。  

表7 性別Ⅰ年齢群別による人の暮らし方  

暮らし方   
男子   女子  

年少   中間  年長  合計  年少  中間  年長  合計   

良い業績をあげ，高い評価を   12  18  21  51   1  2  3   

得たい   （3．5） （2．7） （3．6） （3．2）  （蔓．2）（2・0）  （1・3）   

経済的に豊になりたい   
37  71  87  195   8  6  5  19  

（10．8）（10．6）（14．9）（12．2）  （9．6） （6．0） （9．3） （8．0）   

身近の人との愛情を大事にし   137  286  258  681   40  58  34  132   
たい   （40．1）（42．7）（44．3）（42．7）  （48・2）（58・0）（93・0）（55・7）   

社会や他の人々のためにつく   17  39  32  88   3  2  2  7   

したい   （50） （58） （55） （55）  （3．6） （2．0） （3．7） （3．0）   

自分の趣味を大切にしていき   27  55  48  130   2  8  1  11   
たい   （7．9） （臥2） （8．2） （8．2）  （2．4） （8．0） （1．9） （4．6）   

その日，その日を楽しく生き   102  183  107  392   29  20  11  60   
たい   （29．8） （27．3） （18．4） （24．6）  （34．9）（20．0）（20．4）（25．3）   

その他   
10  18  30  58   4  1  5  

（2．9） （2．7） （5．1） （3．6）   （4．0） （1．9） （2．1）  

342  670  583  1，595   83  100  54  237  

（100．0）（100．0）（100．0）（100．0）  （100．0）（100．0）（100．0）（100．0）   

注1）（）内は構成比を示す。  

注2）無回答は除く。   
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「身近な人との愛情を大事にしたい」とい  

う暮らし方と年齢群との関係についてみると，  

男子では，年少群が40．1％，中間群42．7％及  

び年長群44．3％であり，年齢とともに，その  

割合が高くなる傾向にある。同じく，女子で  

も，年少群48．2％，中間群58．0％及び年長群  

63．0％と，次第に高くなっている。   

次に多いのは，「その日その日を楽しく暮  

らす」（男子24．6％，女子25．3％）である。  

先に述べた「身近な人との愛情を大事にした  

い」を合わせると，女子では81．0％，男子で  

も67．3％となり，生き方志向が共通して，身  

近なことに集中する傾向がみられる。つまり，  

生き方の多様性がなく，しかも，志向するも  

のが，私生活優先で社会的な広がりを持たな  

いことが大きな特徴となっている。   

その他の「暮らし方」を選択する者は少な  

い。男子を例にとると，「経済的に豊かにな  

りたい」が12．2％，「自分の趣味を大切にし  

たい」が8．2％，「社会や他の人々のために尽  

くしたい」が5．5％，「その他」が3．6％である。   

そして「良い業績をあげ，高い評価を得た  

い」は最も少なく3．2％にすぎない。  

イ 社会意識  

田 性別にみた特徴   

表8は，社会意識に関する15項目について，  

「そのとおり」及び「まあそのとおり」と回  

答した「Y群」と「どちらともいえない」，  

「ややちがう」及び「ちがう」と回答した「N  

群」の2群に分類し，性別及び年齢群別にみ  

たものである。   

なお，度数が7未満の場合は，X2検定の条  

件を満たしていないとし，検定を行っていな  

い。以下のx2検定においても同様である。   

社会意識と性差については，5項目に有意  

な関連がみられた。すなわち，「親など目上  

の人の意見にはしたがった方がよい」につい  

ては，全体で「Y群」が63．2％，「N群」は  

36．8％である。残差分析を行い，性別に注目  

すると，セル全体（合計欄）の度数から期待（予   

想）される値（以下，「期待値」とする。）に  

比較して男子は「Y群」が有意に多く，「N  

群」は有意に少なくなっている。女子は期待  
値に比較して「N群」が有意に多く，「Y群」  

は有意に少なくなっている。   

「日本の伝統や習慣は尊重すべきである」  

については，全体で「Y群」が50．5％，「N  

群」は49．5％である。残差分析を行い，性別  

に注目すると，期待値に比較して男子は「Y  

群」が有意に多く，「N群」は有意に少なく  

なっている。女子は期待値に比較して「N群」  

が有意に多く，「Y群」は有意に少なくなっ  

ている。   

「結果はどうであれ，自分で試してみるこ  

とが大切である」については，全体で「Y群」  

が87．2％，「N群」は12．8％である。残差分  

析を行い，性別に注目すると，期待値に比較  

して男子は「Y群」が有意に多く，「N群」  

は有意に少なくなっている。女子は期待値に  

比較して「N群」が有意に多く，「Y群」は  

有意に少なくなっている。   

「流行を追い求めるのではなく，自分なり  

のスタイルを大事にしたい」については，全  

体で「Y群」が70．5％，「N群」は29．5％で  

ある。残差分析を行い，性別に注目すると，  

期待値に比較して男子は「Y群」が有意に多  

く，「N群」は有意に少なくなっている。女  

子は期待値に比較して「N群」が有意に多く，  

「Y群」は有意に少なくなっている。   

「子供は親を尊敬すべきだ」については，  

全体で「Y群」が69．5％，「N群」は30．5％  

である。残差分析を行い，性別に注目すると，  

期待値に比較して男子は「Y群」が有意に多  

く，「N群」は有意に少なくなっている。女  

子は期待値に比較して「N群」が有意に多く，  

「Y群」は有意に少なくなっている。  

（イ）年齢群別の特徴   

社会意識に関する15項目について，性別及  

び各年齢群別にみたところ，男子について3  

項目に有意な関連がみられた。   
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すなわち，「ボランティア活動や奉仕活動  

などに興味関心はない」については，全体で  

「Y群」が27．1％，「N群」は72．9％である。  

残差分析を行い，年齢群に注目すると，年少  

群は期待値に比較して「Y群」が有意に多く，  

「N群」は有意に少なくなっている。   

「社会問題は自分の生活とまったく関係な  

いことだと思う」については，全体で「Y群」  

が8．2％，「N群」は91．8％である。残差分析  

を行い，年齢群に注目すると，年少群は期待  

値に比較して「Y群」が有意に多く，「N群」  

は有意に少なくなっている。年長群は期待値  

に比較して「N群」は有意に多く，「Y群」  

が有意に少なくなっている。   

「社会のしきたりや習慣にとらわれた生活  

はいやだ」については，全体で「Y群」が44．9％，  

「N群」は55．1％である。残差分析を行い，  

年齢群に注目すると，中間群は期待値に比較  

表8 社会意識  

男子・年少  男子・中間  男子■年長  x2；男子・合計   女子・年少  女子・中間  女子・年長  ズ▲  女子・合計  性差  
項目   区分  

ズ2   

親など目上の人の意見  
1にはしたがった方がよ   ＊＊＊   

い   N  121  35．0  2⊥13   35．3  213  35．9    577Y35，4  44  52，4  ▲i－1 ▲12．7  23  ⊥11．8   111A45．9  

自分のことに精一杯で  
21他人の－とを費えるだ   

けの余裕はない   N  280  80．5  5▲i7   79．5  487  8l．8   1，314  80．6  75  89．3  85  82．5  43  78．2   203   3，9   1．517  81．0   

3認諾賢㌶か  Y  236  6臥0  485   70．6  398  66．8    1，119  68．7  57  67．9  69  67．0  44  80．0；   170  70．2    1．289  68．9  
N  111  32．0  202   29．4  198  33．2   511  31．3  27  32，1  3∠i 33．0  11  20．0；   72  29．8   583   31．1   

4誓言読芸云き豊分  Y  ▲18  13．8  ‖3  16．5  95  15．9    256 15．7  8  9，5：17 16．5   11  20．0：   36  1⊥l．9    … 292 15・6  
N  300  巨泊．2  572   83．5  501  8▲i．1   1373  84．3  76  90．5  86  83．5  44  80．0    206  85．1    ；1，579  84．4   

型にはまらず，自分な  
5りのやり方で物事に取   
り組んでいく   N  132  38．2  254   36．9  246  41．3   632  38．8  38  45．2  34  33．0  23  41．8   95  39．3    ；727   38．9   

6警票王子大事にしたほう  Y  321  92．2  639   93．0  546  91．8    1，506  92．4  71  84．5  9▲i 91．3  50  90．9    215  88．8    1，721  91．9   N  27   7 ．8  48    7．0  49   8．2   124   7．6  13 15．5； 9  8．7   5   9．ユ   27  11．2    151   8．1   

みんながやっていて  Y  131  37．6  258   37．6  252  42．3    641  39．3  31  36．9： 45  43．7   26  ▲17．3    102  42．l    7▲13   39．7   
7も，目分が納得しない  
かぎりやらない   N  217  62．4  429   62．4  3‘14  57．7   990  60．7  53  63．1； 58  56．3   29  52．7  140  57．9    1，130  60．3   

8呈書芸要覧警慣は尊  Y  170  ▲19．0  351  51．2  323  54．3    844A51．8  28 33．7； 45 43．7   26  47．3  99∇41．1   ＊＊＊  943   50．5  
N  177  51．0  335   48．8  272  45．7   784V48．2  55  66．3； 58  56．3   29  52．7  1▲i2A58．9  

ボランティア活動や奉  Y  l14A32．8  181  26．4  147  24．7   
9仕活動なとに興味や関  ＊＊   

心はない   N  234Y67．2  504   73．6  4▲18  75．3   1，186  72．9  59  70．2！ 82  79．6   4‘i 80．0  185  76．4    1，371  73．3   

ナ試し －と■、大   
結果はどうあれ，自分    Y  294  85．0  612   89．0  531  89．1    1，437A88．2  61 73．5；88 85．4   j5  81．8  194 ∇80．5   ＊＊＊  1，631  87．2   
切である   N  52  15．0  76  11．0  65  10．9   193∇11．8  22  26．5： 15 14．6   10  18．2    47A19．5   240  12．8   

社会問題は自分とはま  
11ったく関係ない事だと   ー＊＊  

思う   N  307∇8臥2  632   92．0  556A93．8：   l，495  91．8  73  86．9  97  94．2  52  9⊥L5   222  91．7   1，717  91．8   

12はなく．目分なりのス   流行を追い求めるので  Y  240  69．0  486   70．7  442 74，2；   1，168A71．6  47  56．0  69  67．0  36  65．5    152 V62．8  ＊＊＊  1－320  70．5  
タイルを大事にしたい  N  108  31．0  201  29．3  154  25．8；   ▲163∇28．4  37  44，0  34  33．0  19  34．5   90A37．2   553   29．5   

13貢供は親を尊敬すべき  Y  2▲17  71．2  485   70．7  ∠117  70．1；   1，149A70．6  46  5‘1．8  69  67．0  36  65．5    151▼62．‘i  ＊＊  1，300  69．5   N  100  28 ．8  201  29．3  178  29，9    479Y29．4  38  45．2  3∠1 33．0  19  34．5   91A37．6   570   30．5   

社会のしきたりや習慣  
14にとらわれた生活はい   ＊＊   

やだ   N  187  5⊥i．0  355Y 51．8  355A59．6   897  55．1  43  51．8  55  53．4  36  65．5   134  55．6   1031  55．2   

自分が損をしてまで，  
15皆のためにつくすのは  

バカげたことだ   N  259  7⊥i．6  519   75．4  45巨【 76．8   1236  75．8  60  71．4  79  76，7  39  70．9   178  73．6   1414   75．5   
注1）「Y」は「そのとおり」「まあそのとおり」を示し，「N」は「とちらともいえない」「ややちがう」「ちがう」を示す。  

注2）（）内は構成比を表す。  

注3）女子の年齢群別項目番号6，11は期待値算出にあたり，X2乗低が不適当と判断された。  

往4）＊＊は1％，＊＊＊は0．1％水準未満で有意差があることを示す。  

注5）残差分析の結果，Aは期待値より有意に多いこと，Yは有意に少ないことを示す。（5％水準）  

注6）無回答は除く。   
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して「Y群」が有意に多く，「N群」は有意  

に少なくなっている。年長群は期待値に比較  

して「N群」は有意に多く，「Y群」が有意  

に少なくなっている。  

研 社会意識の主成分分析   

表9は，社会意識項目の主成分分析の結果  

を示したものである。ただし，平均±1標準  

偏差の値が得点範囲（1点から5点）を超え  

た項目を除いた。   

残りの11項目に対して行った主成分分析の  

結果を，共通性の初期値を1とし，次の3成  

分を抽出した。   

第1主成分は，「社会のしきたりや習慣に  

とらわれた生活はいやだ」などの項目が集ま  

り，自分と社会。他者との関係のなさを示す  

と考え，「社会的事象への無関心」成分と命  

名した。   

第2主成分は，「自分で納得のいかないこ   

とはしたくない」などの項目が集まり，自分  

と親の意見を大きく反映するものととらえ，  

「自分。親重視」成分と命名した。   

第3主成分は，「自分のことに精一杯で，  

他人のことを考えるだけの余裕はない」など  

の項目が集まり，自分にのみ意識が集中して  

いる内容であり，「自分の感覚や実感の重視」  

成分と命名した。  

何 社会意識の主成分と性別及び年齢群別   

表10は，上述の社会意識に関する3つの主  

成分を下位尺度とし，全体を社会意識尺度と  

して，性別にt検定を行った結果を，また，表  

11は，初入。再入別にt検定を行った結果を  

示したものである。   

性別にみると，「社会的事象への無関心」  

及び「自分。親重視」において，男子の方が  

有意に高い（t＝2．723，p＜．01；t＝1．967，p  

＜∴05）。また，初入。再入別では，「社会意  

表9  社会意識項目と主成分分析結果  

項目  Fl竺蓋墨冨慧 F2自分・親重視 F3阜㌶篭霊 力2  

社会のしきたりや習慣にとらわれた生活はい  
やだ  

自分が損をしてまで，皆のためにつくすのは  
バカげたことだ  

ボランティア活動や奉仕活動には興味がない   

結局，人のことは自分とは関係ないことだ   

日本の伝統や習慣は尊重すべきである   

子どもは親を尊重すべきである   

自分で納得のいかないことはしたくない   

親の意見には従った方がいい  

自分のことに精一杯で，他人のことを考える だけの余裕はない  

みんながやっていても，自分が納得しないか  
ぎりやらない  

型にはまらず，自分なりのやり方で物事に取  
り組んでいく  

寄与率（％）  

累積寄与率（％）  

ー0．09  －0．231  0．566  

0．197  0．413  0．542  

－0．011  0．137  0．542  

0．336  0．365  0．465  

0．394  0．053  0．498  

0．483  0．136  0．436  

…0．411  0．372  

0．364  0．447  

14．389  12．926  

37．014  49．939   
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識尺度全体」と「社会的事象への無関心」に  

ついて初入の方が有意に高くなっていること  

が分かる（t＝2．737，t＝3．051，ともにp＜．01）。   

表12及び表13は，社会意識尺度得点とその  

下位尺度得点について，性別ごとに，年齢群  

別において，一元配置分散分析を行った上で，  

多重比較（LSD法）の結果を示したものである。   

女子において，年少群の「自分の感覚や実  

感の重視」尺度の平均点が，中間群及び年長  

群よりも，有意に低いことが分かった。  

ウ 地域社会の問題点   

表14は，地域社会の問題点について，選択  

肢ごとに，性別及び年齢群別にみたものであ  

る。   

なお，参考として，1998年の総理府調査で，  

20歳末満の者の回答結果で「あてはまる」と  

した者の実数割合を参考として掲げた（以下，  

便宜的に「一般群」とする）。  

田 性別   

地域の問題点として最も上位にあげられた  

項目は，男子では，「地域で子供が遊んだり，  

スポーツをしたりする機会が少ない」  

（54．6％）であり，続いて「地域で自然に触  

れる機会が少なくなった」（53．0％）となっ  

ている。女子では，最も多く選択されたのは，  

「地域で自然に触れる機会が少なくなった」  

（54．2％），次に「地域で子供が遊んだり，  

スポーツをしたりする機会が少ない」  

（47．1％）となっている。   

地域社会の問題点と男女差については，3  

項目に有意な関連がみられた。   

「町内会などの活動が少なくなった」は，  

全体で「あてはまる」が33．8％，「あてはま  

らない」は66．2％であった。残差分析を行っ  

たところ，男子は期待値に比較して「あては  

まる」が有意に多く，「あてはまらない」は  

有意に少なくなっている。女子は期待値に比  

較して「あてはまらない」が有意に多く，「あ  

てはまる」は有意に少なくなっている。   

「よその家の子供を叱らなくなった」は，  

全体で「あてはまる」が36．2％，「あてはま  

らない」は63．8％であった。残差分析を行っ  

たところ，男子は期待値に比較して「あては  

まる」が有意に多く，「あてはまらない」は  

表10 性別による社会意識尺度のt検定  

男子  女子  

平均値  SD  平均値  SD  

社会意識尺度全体  31．33  4．84   30．84  4．65  1．478  

Fl社会的事象への無関心   1臥60  3．12   17．97  2．97  2．723＊＊  

F2 自分・親重視  7．57  2．00  7．34  1．51 1．967＊  

F3 自分の感覚や実感の重視  9．20  2．19  9．24  2．17  －0．248  

注）＊は5％，＊＊は1％水準未満でそれぞれ有意差があることを示す。  

表11初入・再入別による社会意識尺度のt検定  

男子  女子  

平均値  SD  平均値  SD  

社会意識尺度全体  31．44  4．73   30．72  5，03  2．737＊＊  

Fl社会的事象への無関心   18．60  3．09   18．09  3．14  3．051＊＊  

F2 自分・親重視  7．57  1．57  7．44  1．63  1．545  

F3 自分の感覚や実感の重視  9．26  2．15  9．06  2．27  1．647  

注）＊＊は1％水準未満で有意差があることを示す。   
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表12 年齢群別による社会意識尺度の分散分析結果（男子）  

尺 度  年少群   中間群   年長群  

M  31．40  31．48  31．13  

社会意識全尺度  SD  4．77  4．78  4．94 F（2）＝0．850  

N  339  675  590  

M  18．78  18．61   18．40  

Fl社会的事象への無関心   SD  3．03  3．10  3．19 F（2）＝1．602  

N  339  674  589  

M  7．54  18．61   18．39  

F2 自分。親重視  SD  l．64  3．10  3，19 F（3）＝0．747  

N  339  674  589  

M  9．11  9．25  9．19  

F3 自分の感覚や実感の重視 SD  2．22  2．16  2．20 F（3）＝0．339  

N  339  674  589  

注）無回答は除く。  

表13 年齢群別による社会意識尺度の分散分析結果（女子）  

尺 度  年少群   中間群   年長群  

M  30．02  31．11  31．58  

社会意識全尺度  SD  4．84  4．55  4．43 F（2）＝2．170  

N  83  103  55  

M  17．78  17．98  18．24  

Fl社会的事象への無関心   SD  2．80  3．12  2．94 F（2）＝0．385  

N  83  103  55  

M  7．05  7．41  7．67  

F2 自分・親重視  SD  l．65  1．36  1，48 F（3）＝2．815  

N  83  103  55  

M  8．72  9．50  9．55 F（3）＝3．778＊  

F3 自分の感覚や実感の重視 SD  2，26  1．92  2．35 年長群＞年少群  

N  83  103  55 年中群＞年少群  

注1）＊は有意水準5％水準未満で有意差が見られることを示す。  

注2）無回答は除く。  

有意に少なくなっている。女子は期待値に比  

較して「あてはまらない」が有意に多く，「あ  

てはまる」は有意に少なくなっている。   

「地域で子供が遊んだり，スポーツをした  

りする機会が少ない」については，全体で「あ  

てはまる」が53．7％，「あてはまらない」は  

46．3％であった。残差分析を行ったところ，  

男子は期待値に比較して「あてはまる」が有  

意に多く，「あてはまらない」は有意に少な  

くなっている。女子は期待値に比較して「あ  

てはまらない群」が有意に多く，「あてはま  

る」は有意に少なくなっている。  

（イ）年齢群別   

男子における年齢群の差をみると，次の3  

項目について有意差がみられた。   

「地域での活動やイベントなどに無関心な  

人が増えた」については，全体で「あてはま  

る」が38．9％，「あてはまらない」が61．1％  

であった。残差分析を行ったところ，中間群  

では期待値に比較して「あてはまる」が有意  

に少なく，「あてはまらない」は有意に多く  

なっている。また，年長群では期待値に比較   
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表14 地域社会での問題点  

162  

項 目   
ズ‾   問題点  一男子・年少  男子・中間  男子・年長  X‾  男子・合計  女子・年少  女子・中間；女子・年長     ；女子・合計  性華   全体・合計  総理府 調査      （685名）  （593名）   （1625名）  （84名）  （102名）  （54名）   X  

N   ％  N   ％  N   ％    N   ％  N   ％  N  ％  N   ％  董N  ％    N   ％   
都市化の進展などによ  
1り隣近所に施関心な   
人が増えた   24．0  

生活時間帯がまちまち  
2になり近所づきあい   虫＊   

が少なくなった   21．9    N  233  67．1  452  66．0  392  66．1   ：1，077 66．3  71A8‘1．5  65Y63．7  35  64．8；   171 71．3  ；1，2▲i8 66．9   

地域での活動やイベン  
3卜などにj旺関心なノが   
増えた   20．7  

4賢㌘蓋空言の活動が少  Y  125  36．0  229  33．4  220  37，1    1，051A35．3  17  20．2  23 22．5；17 31．5     57∇23．8  ＊＊  631 33．8   9．6   N  222  64．0  ▲156  66，6  373  62．9   574∇64．7  67  79．8  79  77，5： 37  68．5    183A76．3   1，234 66．2   

5 
圭子芸警芸子供を叱ら  Y  12▲塵  35．7  258  37．7  226  38．1；   608A37．4  14∇16．7  38A37．3  16  29．6  ＊＊  68∇2軋3  ＊＊  676  36．2   

27．8   N  223  64．3  ⊥127  62．3  367  61．9    1，017∇62．6  70A83．3  6‘iY62．7  38  70．4   172A7l．7   1，189 63．8   

青少年が地域の人と接  
6する機会が小≠、くなっ   
た   18．8  

地域で子供が遊んだ  
7りスポーツをしたり   ＊   

する枚会が少ない   28．7    N  167 48．1；329 ▲i臥0   241A上10．6   737∇‘15．4  51 60．7； 53 52．0   23  ▲12．6   127A52．9   864  ∠16．3   

8窒禁芸岩警這翳る機  Y  189  54．5  361 52．7  312  52．6    862  53．0  38  45．2  61 59．8  31 57．4  130  5▲i．2     992  53．2   
23，2   N  158  45．5  324  ▲i7．3  281 47，▲1   763  ▲17．0  46  54．8  41 ▲10．2  23  42．6    110  ⊥i5．8   873  46．8   

Y  11  3．2  14  2．0  12  2．0；   37  2．3  1 1．2  3   2．9  1 1．9    5 － 2．1    42  2．3   
9 その他  

0．2   N  336  96．8  671 98．0  581 98．0    1，588 97．7  83  98．8  99  97．1  53  9臥1   235  97．9  ；1，823 97．7   

Y  24  6．9  52  7．6  43  7．3    119  7．3  15 17．9  7   6．9  3  5．6；   25 10．4    1▲i4  7，7   
10 特にない  

15．6   N  323  93．1  633  92．4  550  92．7  ；1．506 92．7   69  82．1  95  93．1  51 94．d    215  89．6   1．721 92．3   

Y  37 10．7  71 10．4  38∇ 6．4  146  9．0   16 19．0  9  臥8  5  9．3    30 12．5    176  9．4   
11わからない  ＊r   

4．3   N  310  89．3  61∠i 89．6  555A93．6    1－479 91．0  68  81．0； 93  91．2   49  90．7   210  87．5   1，689 90，6   

注1）Yは「あてはまる」．Nは「あてはまらない」である。  

注2）総理府調査は平成10牢「青少年の非行等問題行動」による。全国20歳未満の者．1．938人の結果である。  

注3）（）内は構成比を表す。  

注4）女子の項目番号9，10，11，性差における項目番号9は期待値算出にあたり，が乗値が不適当と判断された。  

注5）＊は5％，＊＊は1％水準未満で有意差がみられたことを示す。  

注6）残差分析の結果，Aは期待値より有意に多いこと，∇は有意に少ないことを示す。（5％水準）  

注7）無回答は除く。  

して「あてはまる」が有意に多く，「あては  

まらない」は有意に少なくなっている。   

「地域で子供が遊んだり，スポーツをした  

りする機会が少ない」については，全体で「あ  

てはまる」が54．6％，「あてはまらない」が  

45．4％であった。残差分析を行ったところ，  

年長群は期待値に比較して「あてはまらない」  

が有意に多く，「あてはまる」は有意に少な  

くなっている。   

「わからない」については，全体で「あて  

はまる」が9．0％，「あてはまらない」が91．0％  

であった。残差分析を行ったところ，年長群  

は期待値に比較して「あてはまらない」が有  

意に多く，「あてはまる」は有意に少なくな  

っている。   

女子における年齢群の差をみると，次の3  

項目に有意な関連がみられた。   

「生活時間帯がまちまちになり，近所づき  

あいが少なくなった」については，全体で「あ  

てはまる」が28．8％，「あてはまらない」が  

71．3％であった。残差分析を行ったところ，  

年少群では期待値に比較して「あてはまる」  

が有意に少なく，「あてはまらない」は有意  

に多くなっている。また，中間群は期待値に  

比較して「あてはまる」が有意に多く，「あ  

てはまらない」は有意に少なくなっている。   

「地域の活動やイベントなどに無関心な人  

が増えた」については，全体で「あてはまる」  

が33．8％，「あてはまらない」が66．3％であ  

った。残差分析を行ったところ，年少群にお   
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表15 非行の抑止方略  

項目   抑止方略  男子・年少  男子・中間  男子・年長    i男子・合計  女子・年少  女子・中間  女子・年長  Ⅹ‾  女子・合計  性苧 ズ‾  総理府 調査      （685名）  （593名）  X；（1，625名）   （84名）  （102名）  （5▲1名）   （2▲iO名）  
N   ％  N   ％  N   ％  ‡N  ％   N   ％  N   ％  N   ％    N   ％   

1警告諾；諾要言し  Y  116  33．4  2▲i2  35．4  230  38．7  ；588  36．2   29  3⊥l．5  39   38．2  17   30．9    85  35．3  
40．8   N  231  66．6  4▲主1  64．6  364  61．3    1，036  63．8  55  65．5  63  61．8  38  69．1；   156  64．7   

2苦警三譜警’教育を  Y  65  18．7  12⊥1 18．2  109  18．4    298A18．3  12  1▲1．3  13  12．7  6 10．9；   31V12．9  29，3   N  282  81．3：559  81．8   上185  81．6   1，326∇ 81．7  72  85．7  89  87．3  49  89．1：   210A 87．1   

地域の大人が育少年の  Y  53  15．3；123  18，0   121  20．4    297  18．3  13 1年・5  25  24．5  11  20．0    49  20，3  
3変化に気をつけ，問題  
19．5   の早期発見に努める  N  294  84．7；560  82．0   473  79．6；   l，327  81．7  71  8▲1．5  77  75．5  44  80．0   192   79．7   

万引きなどの比較的軽 4㌣三肝要雷アモ雪箕箸  

と指導・監督する   

凶悪・粗暴な非行に対  Y  47∇13．5  150  22．0  141A 23．7    338  20．8  13  15．5  20 19．6；17  弧9     50  20．7；  
5し厳しく処分（処罰）  

する   31．9     N  300A 86．5  533  78．0  453∇ 76．3   1，286  79．2  71  84．5  82  80．4； 38  69．1    191 79．3；   
原則として，ナイフなどを  
∃三   ＊＊   

うにする   42．5   

学校で持ち物検査を行  Y  28   8．1  40   5．9  28   ▲i．7    96   5．9  2   2．4  4   3．9  1  1．8    7 －  2．9  
13．3   

暴力的な内容を扱った  Y  42  12．1  87  12．7  94  15．8  … 223 13．7   5   6．0  21  20．6  13  23．6  39  16．2  
8出版物やヒァオの映像   
を取り締まる   16．9      N  305  87．9  596  87．3  500  84．2  …1，401 86・3   79  9▲i．0  81  79．4  42  76．4    202  83．8   

キャンペーンなどによ  
9話こ富念書雷雲警官 にする   

Y  12 ∇ 3．5； 52   7．6   ⊥10   6．7    104   6．4  8   9．5：  7   6．9   5   9．1    20   8．3  
10 その他  ＊  

0．7   N  335A 96．5：631  92．4     ； 554 93．3；   1，520  93．6  76  90．5  95  93．1  50  90．9：   221  91．7   

7   2．0  18   2．6  ‖  1．9；   36   2．2  4   ▲1．8  1  1，0   5 ← 2．1  

11警短ぎと策を立てる必要  Y  55  100．0：         2．1   N  3‘10  98．0  665  97，4；583  98．l     1，588  97．8  80  95．2  101  99．0    236  97．9   

Y  20A 5．8  24   3，5； 13∇ 2．2  
12 わからない  

＊   

注1）Yは「あてはまる」－ Nは「あてはまらない」である。  

注2）総理府調査は平成10牢「青少年の非行等問題行動」による。全国20歳未満の者，l．938人の結果である。  

注3）（）内は構成比を表す。  

注4）男子の項目番号11，女子の項目番号2，7，8，10，11，12－ 性差における項目番号7，11は期待値算出にあたり，ズ二乗値が不適当と判断された。  

注5）＊は5％．＊＊は1％水準未満で有意差がみられたことを示す。  

注6）残差分析の結果，Aは期待値より有意に多いこと，▼は有意に少ないことを示す。（5％水準）  

注7）無回答は除く。  

なくなっている。  

エ 非行防止方略   

表15は，性別・年齢群別に各項目の選択さ  

れた割合を示したものである。   

回答は，9つの具体的な対策の中から3つを  

選ばせるようにしているが，あてはまるもの  

がないときのために，「その他」「特に対策  

を立てる必要はない」及び「わからない」も  

選択肢に加えている。   

もっとも高い割合で選択された項目は，男  

子では，「原則としてナイフなどを青少年に  

は売らないようにする」（38．4％）であり，  

それに続いて「親が子供への教育やしつけを   

いては，期待値に比較して「あてはまる」が  

有意に少なく，「あてはまらない」は有意に  

多くなっている。年長群では期待値に比較し  

て「あてはまる」が有意に多く，「あてはま  

らない」は有意に少なくなっていた。   

「よその家の子供を叱らなくなった」にっ  

いては，全体で「あてはまる」が28．3％，「あ  

てはまらない」が71．7％であった。残差分析  

を行ったところ，年少群は，期待値に比較し  

て「あてはまる」が有意に少なく，「あては  

まらない」は有意に多くなっている。また，  

中間群は期待値に比較して「あてはまる」が  

有意に多く，「あてはまらない」は有意に少  
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きちんとする」（36．2％），「万引きなどの  

比較的軽い非行を行った青少年に対しても，  

しっかりと指導・監督する」（34．3％）とな  

っている。   

女子も上位3項目はまったく同様になって  

おり，その比率はそれぞれ41．5％，35．3％，  

30．3％である。一方，具体策9項目のうちも  

っとも選択されなかったのは，男女ともに「学  

校で持ち物検査を行う」であり，選択された  

率は男子5．9％，女子2．9％にとどまった。   

性差がみられた項目は，次の2項目であっ  

た。   

「学校での指導・教育をきちんとする」に  

ついては，全体で「あてはまる」が17．6％，  

「あてはまらない」が82．4％であった。残差  

分析を行い，男女差に注目すると，男子は女  

子に比べて「あてはまる」が有意に多く，「あ  

てはまらない」は有意に少なかった。   

「わからない」について，「あてはまる」  

と答えた者は全体の4．1％であった。残差分析  

を行い，性別に注目すると，女子は，男子よ  

りも「あてはまる」と答えた者が有意に多か  

った。   

年齢群について，男子では次の5項目につ  

いて有意差がみられた。   

「凶悪・粗暴な非行に対し厳しく処分（処  

罰）する」については，全体で「あてはまる」  

が20．8％，「あてはまらない」は79．2％であ  

った。残差分析を行い，年齢群に注目すると，  

他の群に比べて，年長群では「あてはまる」  

が有意に多く，「あてはまらない」は有意に  

少なくなっており，年少群においては「あて  

はまる」が有意に少なく，「あてはまらない」  

は有意に多かった。   

「原則として，ナイフなどを青少年には売  

らないようにする」については，全体で「あ  

てはまる」が38．4％，「あてはまらない」は  

61．6％であった。残差分析を行い，年齢群に  

注目すると，他の群に比べて年長群では「あ  

てはまらない」が有意に多く，「あてはまる」  

は有意に少なかった。また，年少群では他の  

群に比べて「あてはまらない」が有意に少な  

く，「あてはまる」は有意に多かった。   

「キャンペーンなどによって，社会全体が  

非行防止に関心をもつようにする」について  

は，全体で「あてはまる」が25．5％，「あて  

はまらない」は74．5％であった。残差分析を  

行い，年齢群に注目すると，他の群に比べて  

年少群の「あてはまる」が有意に少なく，「あ  

てはまらない」は有意に多かった。   

「その他」については，「あてはまる」と  

答えた者が全体の6．4％であった。残差分析を  

行い，年齢群に注目すると，他の群に比べて  

年少群では，「あてはまる」とした者が有意  

に少なかった。   

「わからない」については，「あてはまる」  

と答えた者が全体の3．5％であった。残差分析  

を行い，年齢群に注目すると，他の群に比べ  

て，年長群では，「あてはまる」とした者が  

有意に少なく，年少群では，「あてはまる」  

とする者が有意に多かった。   

女子については，年齢群別に有意差はみら  

れなかった。   

さらに，一般群と非行群の比較では，非行  

群では，男女ともに「キャンペーンなどによ  

って，社会全体が非行防止に関心をもつよう  

にする」の項目を4分の1程度選択している  

のに対し，一般群は13．8％であった。逆に，  

一般群で3割を超えて選択されていた「凶  

悪・粗暴な非行に対し厳しく処分（処罰）す  

る」は，非行群では男子20．8％，女子20．7％  

にとどまっていた。また，「学校での指導や。  

教育をきちんとする」についても，非行群よ  

りも一般群で高い割合で選択されていた。ま  

た，「特に対策を立てる必要はない」は非行  

群女子で4．8％が最高であり，非行群，一般群  

ともに数％の低率にとどまっている。   

その他を選択して，非行の抑止方略につい  

て自由に記述した者は94名あり，大人が子供  

の話をしっかりと聞き理解することが必要と   
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する意見や，親など大人から変わるべきだと  

する意見，マスコミに常識のある発言を求め  

るという意見が目立っていた。  

オ 規範意識Ⅰ（ぐ犯行為）   

表16は，知っている中学生のぐ犯行為に対  

する意識について，性別にその割合をパーセ  

ントでみたものである。   

また，表17及び表18は，中学生のぐ犯行為  

に対する意識から「まったくかまわない」と  

「本人自身が決めればよい」を抜き出し，そ  

れぞれ性別及び年齢群別に示したものである。   

「まったくかまわない」と「本人自身が決  

めればよい」とを合わせた許容的な意識をも  

つ者の割合をみると，最も許容度の高い行為  

は，「友だちとゲームセンターに行く」（男  

子88．1％，女子91．3％）」であるが，特に注  

目されるのは，「まったくかまわない」とい  

う高い許容度を示す者が男女ともに半数を超  

えていることである。次いで，「ポルノ雑誌」  

（男子76．0％，女子78．7％），「タバコ」（男  

子50．6％，女子54．7％），「ビール」（男子  

47．0％，女子56．4％）が多い。   

前述の中里ら（1997）による国際比較研究  

をみても，性に関する許容度を表す「しても  

たいしたことではない」と思うものでは，国  

際平均33．3％に対し，日本は58．0％ととびぬ  

けて高い値を示しており，今回の結果と符合  

する。   
このほか，喫煙及び飲酒への許容度も高率  

であり，夜遊びも3～4割の者が許容してい  

る。   

逆に，「なるべくやめたほうがよい」と「絶  

対やめたほうがよい」を合わせた規制的な意  

識（考え）をもつ者の割合が高いものをみる  

と，「家出」（男子82．1％，女子76．7％）が  

最も高く，以下，「無断外泊」，「怠学」，  

「夜遊び」などが高率で続いている。   

次に，非行少年のぐ犯行為に対する意識と  

年齢群との関係をみると，例えば，中学生が  

「友だちとビールを飲む」という行為を見た   

とき，「本人自身が決めればよい」ことだと  

するものは，女子では，年少群が60．7％，中  

間群が50．5％，年長群が37．0％と年齢が高く  

なるにつれて，全般に減少する傾向にある。   

また，「まったくかまわない」と「本人自  

身が決めればよい」を合わせた許容的な考え  

をもつ者の割合が高いものは，次のとおりで  

ある。「ゲームセンター」（男子88．1％，女  

子91．3），「ポルノ雑誌」（男子76．0％，女  

子78．7％），「煙草」（男子50．6％，女子54．7％），  

「ビール」（男子47．0％，女子56．4％），「夜  

遊び」（男子38．1％，女子41．0％）である。   

逆に，「なるべくやめたほうがよい」と「絶  

対やめたほうがよい」を合わせた規制的な考  

えをもつ者の割合が高いものをみると，「家  

出」（男子82．1％，女子76．7％），「無断外  

泊」（男子70．0％，女子70．5％），「怠学」  

（男子69．4％，女子60．2％），「夜遊び」（男  

子61．8％，女子58．9％），「ビール」（男子  

53．0％，女子43．6％），「煙草」（男子49．3％，  

女子45．2％）である。  

カ 規範意識Ⅱ（犯罪行為）   

表19は，中学生の犯罪行為の種類と対処の  

仕方の種類について，性別の割合をパーセン  

トでみたものである。   

「道路上を無免許でオートバイの運転をす  

る」については「本人の自覚に任せる」とい  

うものと「自分が注意してやる」というもの  

が，それぞれ40％前後であり，かなりの者が  

第三者の介入を必要としない行為と意識して  

おり，「先輩に注意してもらう」とか，「学  

校教師」や「警察官」に言 うというものは，  

10％以下と少ない。   

「スーパーから品物を黙って持ってくる」  

や「道端においてある自転車を黙って使う」  

についてもほぼ同様である。つまり，この程  

度の犯罪行為については，中学生自身が決め  

ればよいとするか，知人である自分が注意し  

てやればよいことである，としている。   

非行少年が，警察官の介入を必要と考える   
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表16 性別による中学生のぐ犯行為に対する意識  

166  

男子   女子  

わない めればよい た方がよい がよい   わない めればよい た方がよい がよい   
ぐ犯行為       まったくかま本人自身が決なるべくやめ絶対やめた方 合計      まったくかま本人自身が決なるべくやめ絶対やめた方 合計  

友だちとゲームセン   880  550  163  30  1，623   144  76  18  3    241   

タ一に行く   （54．2）   （33．9）   （10．0）  （1．8）（100．0〉  （59．8）  （31．5）  （7．5）  （1．2）（100．0）   

友だちとタバコを吸   158  664  470  332  1，624   16  116  62  47    241   

う   （9．7）   （40．9）  （28．9）   （20．4）（100．0）   （6．6）  （48．1）  （25．7）  （19．5）（100．0）   

友だちとビールを飲   143  620  458  400  1，621   13  123  54  51   2∠il   

む   （8．8）  （38．2）  （28．3）  （24．7）（100．0）   （5．4）   （51．0）   （22．4）   （21．2）（100．0）   

友だちとポルノ雑誌   479  742  280  105  1，606   65  117  30  19    231   

を貸し借りする   （29．8）  （46．2）   （17．4）  （6．5）（100．0）  （28．1）   （50．6）   （13．0）  （8．2）（100．0）   

夜遅くまで友だちと   168  452  595  409  1，624   16  83  95  47    2‘11   

街で遊ぶ   （10．3）  （27．8）  （36．6）  （25．2）（100．0）   （6．6）   （34．4）  （39．4）  （19．5）（100．0）   

無断で友だちの家に   135  351  617  520  1，623   13  58  87  83    241   

泊まる   （8．3）  （21．6）   （38．0）  （32．0）（100．0）   （5．4）   （24．1）  （36．1）  （34．4）（100．0）   

94  403  516  610  1，623   11  85  74  71   241  
学校をさばる  

（5．8）  （24．8）   （31．8）  （37．6）（100．0）   （4．6）   （35．3）   （30．7）   （29．5）（100．0）   

47  244  325  1，008  1，624   8  48  48  137    241  
家出をする  

（2．9）   （15．0）  （20．0）  （62．1）（100．0）   （3．3）  （19．9）   （19．9）  （56．8）（100．0）   

注1）（）内は構成比を示す。  
注2）無回答は除く。  

表17 性別・年齢群別による中学生のぐ犯行為に対する意識  

－まったくかまわないと回答したもの－  

ぐ犯行為   
男子   女子  

年少  中間  年長   合計   年少  中間  年長   合計   

友だちとゲームセン   182  396  302  880   53  60  31  144   

タ一に行く   （52．8） （57．8） （50．9） （54．2）  （63．1） （58．3） （57．4） （59．8）   

友だちとタバコを吸   41  70  47  158   8  7  1  16   

う   （11．9） （10．2）  （7．9） （9．7）   （9．5）  （6．8）  （1．9） （6．6）   

友だちとビールを飲   31  69  43  143   4  8  1  13   

む   （9．0） （10．1）  （7．3） （8．8）   （4．8）  （7．8）  （1．9） （5．4）   

友だちとポルノ雑誌   85  223  171  479   25  25  15  65   

を貸し借りする   （25．4） （32．8） （28．9） （29．8）  （32．1） （24．8） （28．8） （28．1）   

夜遅くまで友だちと   46  75  47  168   6  8  2  16   

街で遊ぶ   （13．3） （10．9）  （7．9） （10．3）   （7．1）  （7．8）  （3．7） （6．6）   

無断で友だちの家に   27  64  44  135   5  5  3  13   

泊まる   （7．8）  （9．3）  （7．4） （8．3）   （6．0）  （4．9）  （5．6） （5．4）   

21  40  33  94   4  5  2  11  
学校をさぼる  

（6．1）  （5．8）  （5．6） （5．8）   （4．8）  （4，9）  （3．7） （4．6）   

10  19  18  47   3  4  1  8  

家出をする  
（2．9）  （2，8）  （3．0） （2．9）   （3．6）  （3．9）  （1．9） （3．3）   

注1）（）内は構成比を示す。  
注2）無回答は除く。   



非行少年の社会認知に関する研究（その1）   

表18 性別・年齢群別による中学生のぐ犯行為に対する意識  

一本人自身が決めればよいと回答したもの－  

167  

ぐ犯行為   
男子   女子  

年少  中間  年長   合計   年少  中間  年長   合計   

友だちとゲームセン   123  217  210  550   23  33  20  76   

タ一に行く   （35．7） （31．7） （35．4） （33．9）  （27．4） （32．0） （37．0） （31．5）   

友だちとタバコを吸   148  302  214  664   43  51  22  116   

う   （42．9） （44．0） （36．1） （40．9）  （51．2） （49．5） （40．7） （48．1）   

友だちとビールを飲   129  283  208  620   51  52  20  123   

む   （37．5） （41．3） （35．1） （38．2）  （60．7） （50．5） （37．0） （51．0）   

友だちとポルノ雑誌   148  303  291  742   35  55  27  117   

を貸し借りする   （44．2） （44．6） （49．2） （46．2）  （44．9） （54．5） （51．9） （50．6）   

夜遅くまで友だちと   85  214  153  452   34  33  16  83   

街で遊ぶ   （24．6） （31．2） （25．8） （27．8）  （40．5） （32．0） （29．6） （34．4）   

無断で友だちの家に   65  166  120  351   21  25  12  58   

泊まる   （189） （242） （20．3） （21．6）  （25．0） （24．3） （22．2） （24．1）   

91  178  134  403   34  41  10  85  
学校をさぼる  

（26．5） （25．9） （22．6） （24－8）  （40．5） （39．8） （18，5） （35．3）   

46  120  78  244   14  29  5  

家出をする  
48  

（13．4） （17．5） （13．2） （15．0）  （16．7） （28．2）  （9．3） （19，9）   

注1）（）内は構成比を示す。  
注2）無回答は除く。  

表19 性別による中学生の犯罪行為に対する意識  

男子   女子  

犯罪行為       本人の自覚自分が直接先輩に注意学校の先生督察官にい 合計 にまかせるる してらにいう う  本人の自覚自分が直接先輩に注意学校の先生皆察官にい  
注意す もう  にまかせる注意する してもらうにいう う   合計  

道路上を無免許でオー  621  691  67  69  170   1618   105  88  16  11  21    2▲11   

トバイの運転をする  （3臥4〉  （▲12．7）  （4．1）  （4．3）  （10．5）（100．0）  （43．6）  （36．5）   （6．6）  （4．6）   （臥7） （100．0）   

スーパーから品物を黙   469  850  28  85  187   1619   77  120  17  26    2▲iO   

って持ってくる   （29．0〉   （52．5）  （1．7）  （5，3）  （11．6）（100．0）  （32．1）  （50．0）  （7．1）  （10．8）（100．0）   

道矧こおいてある自転  573  766  2▲i  68  190   1621   107  103  3  15  ‖    239   

車を黙って旋う   （35．3）  （47．3）   り．5）  （4．2）  （11，7）（100．0）  （44．8）  （43．1）  （1．3）  （6．3）  （4．6）（100．0）   

人を脅してお金を取り  249  7上i9  139  92  380   1609   39  106  20  17  57    239   

上げる   （15．5）  （‘16．6）  （8．6）  （5．7）  （23．6）（100．0）  （16．3）  （4⊥i．4）  （8．4）  （7．1）  （23．8） （100．0）   

21▲1  687  131  77  494   1603   5▲1  92  23  6  62    237  

シンナーを吸う  
（13．3）  （42．9）  （8．2）  （4．8）  （30．8）（100．0）  （22．8）  （3臥8）  （9．7）  （2．5）  （26．2） （100．0）   

158  569  130  54  687   1598   3⊥1  89  15  9  89    236  

覚せい剤を打つ（吸う）  
（9．9）  （35．6）  （8．1）  （3．4）  （43，0）（100．0）  （14．ヰ）  （37．7）  （6．4）  （3，8）  （37．7）（100．0）   

けんかをして相手にケ  617  5▲18  58  151  235   1609   73  91  16  28  31    239   

ガをさせる   （38．3）  （34．1）  （3．6）  （9．4）  （14．6）（100．0）  （30．5）  （38．1）  （6．7）  （11．7）  （13．0） （100．0）   

注1）（）内は構成比を示す。  

注2）無回答は除く。   



中央研究所紀要 第11号  168  

犯罪は，「人を脅してお金を取り上げる」（男  

子23．6％，女子23．8％）からであり，「シン  

ナーを吸う」（男子30．8％，女子26．2％）や  

「覚せい剤を打っ（吸う）」（男子43．0％，  

女子37．7％）と，順次，割合が高くなってい  

く傾向にある。ただし，「けんかをして相手  

にケガをさせる」については，原因がケンカ  

という条件下であるためか，警察官の介入ま  

で考える者は，やや少ない（男子14．6％，女  

子13．0％）。   

なお，恐喝以上の犯罪行為については，先  

輩や学校教師を犯罪に対処するための資源と  

考える者は，ケンカを除いては少ない。   

表20は，中学生の犯罪行為の種類と対処の  

種類のうち，「本人の自覚に任せる」という  

ものにらいて，性別及び年齢群別の割合をパ  

ーセントでみたものである。   

男子では，「オートバイの無免許運転」を  

「本人の自覚に任せてよい」というものが，  

年少群（41．9％），中間群（39．3％），年長  

群（35．3％）の順に減少している。   

同じように，「本人に任せてよい」が，加  

齢とともに減少する犯罪は，「スーパーから  

品物を黙って持ってくる」，「道端において  

ある自転車を黙って使う」及び「人を脅して  

お金を取り上げる」，「覚せい剤を打つ（吸  

う）」である。   

しかし，「シンナーを吸う」は，年齢群に  

関係がなく，いずれも約13％で一定している  

ことが注目される。   

女子では，「道路上を無免許でオートバイ  

の運転をする」を「本人の自覚に任せてよい」  

というものが，年少群（51．2％），中間群  

（39．8％），年長群（38．9％）の順に減少し  

ている。   

同じように，「本人に任せてよい」とする  

行為が，加齢とともに減少するものは，「ス  

ーパーから品物を黙って持ってくる」，「シ  

ンナーを吸う」及び「けんかをして相手にケ  

ガをさせる」である。ただし，「道端におい  

てある自転車を黙って使う」及び「人を脅し  

てお金を取り上げる」，「覚せい剤を打つ（吸  

う）」については，男子と異なり，年齢と一  

定の関係はみられない。   

表21は，中学生の犯罪行為をみた場合は「警  

察にいう」ことが望ましい対処法だとするも  

のについて，犯罪行為の種類別，性別。年齢  

群別の割合をパーセントでみたものである。   

男子は，「道路上を無免許でオートバイの  

運転をする」，「スーパーから品物を黙って  

持ってくる」及び「道端においてある自転車  

を黙って使う」は，全体に割合が低く，年齢  

との関係はあまりない。   

「人を脅してお金を取り上げる」，「シン  

ナーを吸う」，「覚せい剤を打つ（吸う）」  

及び「けんかをして相手にケガをさせる」に  

ついては，各年齢層とも割合がやや高くなっ  

ているが，いずれも年齢との関係はみられな  

い。   

以上の結果から，非行少年の意識では，種々  

の犯罪行為の中で，彼らの言葉でいう，「犯  

罪らしい犯罪」は，恐喝以上の行為であり，  

年齢差に関係のない共通認知と考えられる。   

このうち，「煙草」，「飲酒」，「ポルノ」  

「夜遊び」，「怠学」及び「家出」の各ぐ犯  

行為について，約10年前の総務庁青少年対策  

室の調査（1989）による少年鑑別所在所者の  

結果と比較すると，当時は，「してもよい」  

及び「やむをえない」を合わせた許容的な考  

えを持つ者は，最高の「ポルノ雑誌などを見  

る」で29．4％であり，今回の調査のような高  

率を示す行為はない。   

逆に，当時，「絶対にしてはいけない 」と  

いう規制的な考えを持つ者は，すべての項目  

で70％以上を占めている。   

この比率の差は，調査方法が異なるところ  

から，単純に評価できないが，最近の非行少  

年は，ぐ犯行為について相当許容的になって  

いることがうかがえる。このことは，前述の  

中里の調査結果とも符合する。なかでも，ポ   
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表20 性別・年齢群別による中学生の犯罪行為に対する意識  

一本人の自覚にまかせると回答したもの－  

169  

犯罪行為   
男子   女子  

年少  中間  年長  合計   年少  中間   年長   合計   

道路上を無免許でオー   145  267  209  621   43  41  21  105   

トバイの運転をする   （41．9） （39．3） （35．3） （38．4）  （51．2） （39．8） （38．9） （43．6）   

スーパーから品物を黙   110  212  147  469   33  32  12  77   

って持ってくる   （31．8） （31．1） （24．9） （29．0）  （39．8） （31．1） （22．2） （32．1）   

道端においてある自転   136  255  182  573   37  53  17  107   

車を黙って使う   （39．3） （37．3） （30．7） （35．3）  （44．6） （52．0） （31，5） （44．8）   

人を脅してお金を取り   59  109  81  249   12  23  4  39   

上げる   （17．2） （16．1） （13．7） （15．5）  （14．5） （22．5） （7．4） （16．3）   

シンナーを吸う   
47  90  77  214   21  25  8  54  

（13．7） （13．4） （13．1） （13．3）  （25．6） （24．5） （15．1） （22．8）   

覚せい剤を打つ（吸う）   
36  69  53  158   13  18  3  34  

（10．6） （10．3） （9．0） （9．9）  （15．7） （18．0） （5，7） （14．4）   

けんかをして相手にケ   131  281  205  617   30  28  15  73   

ガをさせる   （38．3） （41．4） （34．9） （38．3）  （35．7） （27．5） （28．3） （30．5）   

注1）（）内は構成比を示す。  
注2）無回答は除く。  

表21性別■年齢群別による中学生の犯罪行為に対する意識  

一警察官にいうと回答したもの－  

犯罪行為   
男子   女子  

年少  中間   年長   合計   年少  中間   年長   合計   

道路上を無免許でオー   35  68  67  170   7  7  7  21   

トバイの運転をする   （10．1） （10．0） （11．3） （10．5）  （8．3） （6．8） （13．0） （8．7）   

スーパーから品物を   35  78  74  187   8  10  8  26   

黙って持ってくる   （10．1） （11．4） （12．5） （11．6）  （9．6） （9．7） （14．8） （10．8）   

道端においてある自転   32  86  72  190   6  3  2  11   

車を黙って使う   （9．2） （12．6） （12．2） （11．7）  （7．2） （2．9） （3．7） （4．6）   

人を脅してお金を取り   71  147  162  380   22  19  16  57   

上げる   （20．7） （21，7） （27．5） （23．6）  （26．5） （18．6） （29．6） （23．8）   

シンナーを吸う   
103  213  178  494   22  22  18  62  

（30．1） （31．6） （30．3） （30．8）  （26．8） （21．6） （34．0） （26．2）   

覚せい剤を打つ（吸う）   
147  291  249  687   32  32  25  89  

（43．2） （43．3） （42．5） （43．0）  （38．6） （32．0） （47．2） （37．7）   

けんかをして相手にケ   37  105  93  235   12  11  8  31   

ガをさせる   （10．8） （15．5） （15．8） （14．6）  （14．3） （10．8） （15．1） （13．0）   

注1）（）内は構成比を示す。  
注2）無回答は除く。   
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表22 性別・年齢群別による中和の技術   

一中和の理由に対し肯定したもの－  

170  

中和の型（種類）と理由   
男子   女子  

年少  中間  年長  合計  年少  中間  年長  合計   

要1誌蓋妄慧造言を裟靂浪ぎど言謂努宗讐  いと甲う  120   240   155   515  22    27   15    64   （34．8）（34．9）（26．1）（31．7）  （26．5）（26．2）（27．8）（26．7）   83   150   9   352  17    22    13    52  

責2警警宗禦言管掌若鮎宗芸とミ，完㌢ことを言  （24．0）（21．8）（20．1）（21．7）  ・（20．2）（21．4）（24．1）（21．6）   
の  

歪3芸警需給宴署翳豊吉ごぞ搬ミ髪言窒  168   321   267   756  46    55    27   128   （49．1）（46．7）（45．0）（46．6）  （54．8）（53．4）（50．0）（53．1）  
警察に捕まった人も悪いが，もっと悪いことをし  
4ても捕まらない人がたくさんいるので，不公平だ  

（56．5）（47．2）（44．4）（48．2）  （65．5）（64．1）（59．3）（63．5）   

不  と思う   
はないと思う   

威   
4    33  

把、 （21．2）（17．6）（13．1）（16．7）  （20．2）（11．7）（7．4）（13．7）   

手を呼び出して殴  129   226   163   518  31    26  9    66  

7  

（37．4）（32．9）（27．6）（31．9）  （36．9）（25．2）（16．7）（27．4）   
行 人を脅してお金を取り上げるときは，たいてい気  7  7  3   17  
為8にくわない相手を選んでいるのだから，他人が干  
の 渉することではないと思う   （10．5）（7．6）（6．3）（7．7）  （8．4）（6．9）（5．6）（7．1）   
」上‾‾▼‾‾‾‾‾‾‾▲▲‾－‾－－▲◆▲‾－一－◆－▼▼‾‾‾‾‾‾‾‾▼‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾▼▼▼▼－▼▼▼‘－－‾▼▼▼－▼‾－－－‾‾‾▲－‾‖‾‖  

冒 定9書写撃雷管票詣警竿し、言宗雪ぎ謂冒ことは，  29    63    47   139   7    11  8    26  

（8．4）（9．2）（8．0）（8．6）  （8．4）（10．7）（14．8）（10．8）   

10警鮎管吉宗芋茎吾鳶豊野学校など  

亜 ／Lゝヽ   （48．5）（56．3）（59．9）（56．0）  （46．4）（61．0）（54．7）（54．4）   

褒11篭冨芸賃冨芸管掌獄言ゞ雷管袈突詣㌘芸窪  129   225   171   525  22    35    16    73   （37 
．5）（32．9）（28．9）（32．4）  （26．2）（34．0）（29．6）（30．3）  

104   163   125   392  24    33   13    70  
（30．1）（23．8）（21．2）（24．2）  （28．6）（32．0）（24．1）（29．0）   

注1）中和化の理由に対し，「まあそのとおり」及び「そのとおり」と回答したものを合算した。  

注2）無回答は除く。  

もをかばうための嘘」についても，男子21．7％，  

女子21．6％で多くない。この2つの型は，現  

実の社会状況や親子の情など，他の条件が考  

慮されやすいことから，大学生以上の成人で  

は，柔軟な考え方をするといわれている（麦  

島，1966）。しかし，非行少年は，法は法と  

して絶対に破ってはならないという，いわば  

硬直した規範意識を持っているとみることが  

できる。   

一方，「警察で，自分に関係ないことを聞  

かれ，むっとして，何も話さなくなったとし  

ても仕方がないと思う」が，男子46．5％，女  

子53．1％といずれも半数前後あり，少年たち  

の体験に近いと思われる項目では，高い同意   

ルノ雑誌に対する意識は著しく許容的な方向  

に変化し，その割合が規制的考えから許容的  

なものへと逆転していることが象徴的である。  

キ 非行の中和化   

表22は，非行少年の言い訳（合理化）すな  

わち「中和化の技術」が，どのように用いら  

れているかについて，中和化の技術の類型ご  

とに，性別及び年齢群別に，その割合をパー  

セントでみたものである。   

①罪又は責任を否定するものとしては，「仕  

事に遅れそうになったとき，空いている道路  

で制限速度を超えて車を運転したとしても仕  

方がないと思う」は，男子31．7％女子26．7％  

であり，あまり多くない。「親が警察で子ど  
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を示している。  

（∋取り締まる側の不正義を感得するものと  

しては，「もっと悪いことをしても捕まらな  

い人がたくさんいるので不公平だと思う」が，  

男子48．2％，女子63．5％と，かなりの高率を  

占めているが，「援助交際」や「ケンカによ  

る傷害」については，27．0％以下と，概して  

低率である。年齢群別でみると，男女とも，  

この割合は加齢とともに減少している。   

③不法行為の肯定については，「悪口をい  

いふらした相手を殴っても仕方がない」が，  

男子31．9％，女子27．4％と多いものの，恐喝  

を被害者に責任転嫁するものや非行を親の放  

任のせいする考え方は，10％以下である。   

④習慣の肯定については，「普段は家庭や  

学校などの決まりを守って生活していると思  

う」が男女ともに半数以上を占めており（男  

子56．1％，女子54．5％），悪習慣がありなが  

ら，規範に従った生活もあることから中和さ  

れ，問題として意識されにくくなっているこ  

とが認められる。   

このほか，「非行は，先輩か友だちのまね  

をしているだけで，本人が悪いわけではない」  

は，男子32．4％，女子30．3％である。年齢群  

別にみると，「先輩のまね」とあるためか，  

年齢が低いほど肯定する者が多い。   

しかし，「成人すれば真面目に生活するよ  

うになるのだから，口出ししない方がよい」  

については，男性24．2％，女性29．0％であり，  

多くない。  

ク 少年犯罪の認知   

最近の少年事件について一番印象に残って  

いるものとしてあげられたものは，神戸連続  

児童殺傷事件が最も多く，佐賀バス乗っ取り  

事件，愛知豊川主婦刺殺事件，岡山金属バッ  

ト殴打事件，名古屋5千万円恐喝事件が続き，  

そのほか，栃木女教師刺殺事件などをあげる  

者が多かった。一部に，マスコミに大きくは  

取り上げられなかった身近な少年事件をあげ  

るものもあったが，少数であった。  

その感想としては，重大事件をあげるもの  

が多かったこともあって，「ひどいことをす  

るものだ」とか，「頭がおかしいのではない  

か」など，自分とは，かけ離れた特殊な少年  

の事件だととらえる者がほとんどであり，一  

部の新聞で報道されたように，重大犯罪をし  

た少年に共感を示す者は，今回の分析の対象  

とした資料にはみられなかった。  

5 考察  

（1）生き方志向   

今回の調査では，人生観を反映する，人の  

暮らし方に関する意識（生き方志向）につい  

て，非行少年は，身近な人との愛情関係やそ  

の日の暮らしを楽しく過ごすことに強い共感  

を示し，社会的評価や経済的成功を得ること  

など社会的な活動に重きを置かない傾向がみ  

られることが分かった。ただし，これは一般  

の青少年の生き方志向と異なる傾向ではなく，  

同じ方向の線上にある。そして，その傾向は  

非行少年の方がより強く，性別では，女子に  

その傾向が顕著である，との興味深い結果が  

得られた。   

つまり，非行少年は，一般に広く受け入れ  

られている生き方を受け入れているが，強く，  

いわば，頑なに持ち続ける傾向があるという  

ことができる。このことは，言い換えると，  

その他の生き方を柔軟に受け入れていくこと  

が難しいことにもつながっていると考えるこ  

ともできる。   

今後は，人の暮らし方に対する意識と非行  

との関係について分析を進めたい。  

（2）社会意識   

和田ら（1990）や久世ら（1988，1987）な  

どの先行研究では，現代青年の社会意識につ  

いて規範意識と私生活主義という2側面でと  

らえてきていたが，本研究からは「社会的事  

象への無関心」「自分・親重視」「自分の感  

覚や実感の重視」の3側面からとらえられる   
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の差が顕著に表れたと考えることができよう。   

社会意識項目に関して性差のあった5項目  

を分類すると，「親など目上の人の意見には  

したがった方がよい」「日本の伝統や習慣は  

尊重すべきである」「子供は親を尊敬すべき  

だ」などの伝統的価値観を尊重する内容と「結  

果はどうあれ，自分で試してみることが大切  

である」「流行を追い求めるのではなく，自分  

なりのスタイルを大事にしたい」などの周囲  

の評価を気にせず自らの意思を重視する内容  

であった。これらの内容について，ともに女  

子より男子の方が肯定的に回答している。こ  

のことから男子の方が，伝統的価値観を尊重  

し，周囲の評価を気にせず自らの意思を重視  

していることがわかる。  

（3）地域社会についての問題点   

非行群と便宜的に一般群とした総理府の回  

答結果を，そのまま比較することはできない  

ものの，地域社会に対しては，非行少年は問  

題が多いと感じていることがうかがわれ，特  

に，「地域で自然に触れる機会が少ない」「地  

域で子供が遊んだり，スポーツをしたりする  

機会が少ない」「町内会などの活動が少なく  

なった」などを問題点として指摘する意見が  

多かった。   

男女別では，概して男子の方が地域での問  

題を強く認識しているようであった。女子に  

おける年齢群ごとの残差分析の結果からは，  

年齢とともに地域社会の問題点について「あ  

てはまる」と有意に回答する傾向がみられる。  

（4）非行の防止方略   

非行群では，凶悪・粗暴な非行に対して厳  

しく処分することには一般群よりも消極的で，  

学校内での指導や教育にも期待をしていない  

ことがうかがえた。一般群よりも多く選択さ  

れたのは，キャンペーンなどによって社会全  

体が非行防止に関心を寄せることの1項目で  

あった。   

ナイフなどを青少年に売らないようにする  

といった具体的な対策に対しては，非行群も   

ことができた。   

このように結果が異なった理由としては，  

先行研究では，一般の大学1年生を対象とし  

て実施したものであり，調査対象と調査状況  

の違いによるものと考えられる。   

項目ごとにみると「社会としきたりや慣習  

にとらわれた生活はいやだ」については，先  

行研究では規範意識の逆転項目として最も下  

位の項目とされているのに対して，今回調査  

では，第1主成分の項目とされている。非行  

少年の社会認知に関する主成分分析結果から  

は，「社会的事象への無関心」が第1主成分  

として抽出されているが，濱島（1973）は現  

代青年の特徴として，「生活様式としてのノ  

ン・コミットメント」をあげている。これは，  

社会に関わることを回避するなど，消極的な  

拒絶を意味すると考えられる。青年の社会的  

事象への無関心については，和田（1990）及  

び久世（1988）が，女子より男子の方が高い  

ことを示しており，今回の調査結果も同様の  

結果となっている。現代社会においては，個  

人の匿名化が進むなど，複雑な対人関係がな  

くても生活していけるという社会環境の占め  

る場面が多くなっていることも原因の一つと  

考えられよう。今回の結果から，非行少年の  

社会意識については，社会的事象への無関心  

の志向性があることが明らかとなった。   

非行少年の社会意識に関する主成分分析の  

結果からは，第2成分，第3成分として抽出  

された項目は，「自分の納得のいかないこと  

はしたくない」など「公」よりも，「私」の  

生活の利益を重視しようとする生活の構えを  

示しているととらえることができる。   

社会意識を性別。年齢群ごとにみた結果か  

らは，「自分の感覚や実感の重視」について  

女子の年少群は他の群に比べて低いことが示  

されている。これは，女子の多くの割合を占  

める年少群は中学生であり，社会的にも未成  

熟であると考えられ，自分の感覚や実感を重  

視するにいたっていないため，他の年齢群と  
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一般群も比較的支持を示した一方で，学校で  

の持ち物検査については両群ともに否定的で  

あり，特に非行群の女子セはほとんど選択さ  

れなかった点が際立っている。   

いずれにしろ，「特に対策を立てる必要が  

ない」を選択した者は非行群，一般群ともに  

数パーセントにとどまっており，非行少年自  

身にも何らかの対策の必要が認識されている  

といえる。  

（5）規範意識Ⅰ（ぐ犯行為）   

日本の青少年の規範意識，特に非行との関  

係については，既に数多くの調査研究があり，  

太田（1967）は，リスク。テーキングの観点  

から非行少年の行為決定の選択基準を，笠井  

（1974）は，侵犯（transgression）の観点か  

ら非行少年の道徳的価値体系を，高橋（1997）  

は，社会的制裁の非行抑止力を，それぞれ論  

じた。そして，日本犯罪心理学会第17回大会  

（1980）のシンポジウムでは，社会的制裁の  

犯罪抑止力について包括的に討論された。さ  

らに，ベネッセ教育研究所（1988）は，高校  

生の規範意識の崩れについて，総務庁青少年  

対策室（1989）は，非行少年の規範意識につ  

いて，警察補導段階と少年鑑別所収容段階の  

各少年について，一般少年と比較検討してい  

る。また，法務総合研究所（1990）は，阪本  

式道徳性診断検査を応用して少年院在院者の  

規範意識の特性を明らかにした。これらの研  

究を踏まえて，高橋良彰ら（1991）は，非行  

抑止力となる社会的制裁を公的制裁と非公的  

制裁に分けて考察している。一方，中里ら  

（1997）は，非行性の許容性の見地から，中  

学生・高校生の夜遊び，エロ本，無断外泊，  

飲酒，喫煙，怠学などについて国際比較をし，  

日本は，特に性に関してとても甘いと評価し，  

さらに，1989年と1994年を比較して，特に軽  

い非行（ぐ犯）について，許容度が高くなっ  

た（悪くなった）ことを指摘している。これ  

に対して，総務庁青少年対策室（1999）は，  

子どもの非行（ぐ犯）行為に対する親の許容   

度について調査している。   

これらの先行研究や近年の社会風潮から，  

規範逸脱行為に対し，ある程度，許容度が高  

くなっているであろうとの予測はあったが，  

本調査でも，ぐ犯行為に対して，予想を上回  

る結果となった。かつては，少年非行は，小。  

中学生の盛り場排佃から始まるといわれてい  

たが，このことを問題視する非行少年は極め  

て少ない。しかし，前記，総務庁青少年対策  

室の一般の親に対する調査（1999）によると，  

中学生が「ゲームセンターで友だちと遊ぶ」  

ことを，「かまわない」とする親は，わずか  

20．5％しかなく，依然として，一般の親世代  

では，中学生には許容しがたい行為とされて  

いる。   

その他の行為について，過去の調査結果と  

比較するため，喫煙，飲酒，ポルノ鑑賞，夜  

遊び，怠学，家出の6項目について，約10年  

前の総務庁青少年対策室による少年鑑別所の  

少年に対する調査（1989）と比較してみると，  

これらの行為を，「してもよい」と「やむを  

えない」を合わせた許容的な意識（考え）を  

持つ者は，最高の「ポルノ雑誌などを見る」  

でも，29．4％に過ぎず，今回の調査のような  

高率を示してはいなかった。逆に，「絶対に  

してはいけない」という強い規制的な意識（考  

え）を持つ者が圧倒的に多かった（すべて70％  

以上）ことが報告されている。   

全体として，当時の規制優位から今日の許  

容優位に逆転している。許容度の変化ないし  

比率の差は，当時と，調査者や調査方法が若  

干異なるところから，単純に比較したことに  

問題はあるが，最近の非行少年は，ぐ犯行為  

について相当程度，許容的になっていること  

をうかがわせるものがあった。  

（6）規範意識Ⅱ（犯罪行為）   

犯罪行為に対して，非行少年は，知ってい  

る中学生の行為である場合は，無免許運転，  

万引き，自転車の使用窃盗までは，本人の自  

覚に任せるという者が多く，警察の介入とい   
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う対処法を考える者は，大体10％以下と非常  

に少ない。そして，この対処法に関する判断  

は，年齢とともに本人の自覚に任せるという  

者が減少し，警察にいうとするものが増加す  

ることからいえるように，非行少年の間では，  

特に，低年齢層に犯罪としての意識が薄いこ  

とを示唆している。   

しかし，恐喝，シンナー吸引，覚せい剤使  

用等のように比較的重いとされるものについ  

ては，犯罪としての認知が明確であり，警察  

にいうという対処法をとる者の率が増加する。  

そして，これらの犯罪行為については，年齢  

による差は特にみられない。   

今回の調査は，単に，犯罪に対する意識を  

問うものでなく，中学生という低年齢者の逸  

脱行為に限定したことと，知人であるという，  

いわば仲間の行為についての意識を問うもの  

であったため，いわゆる「たてまえ」として  

のものでなく，より本音（実情）に近い規範  

意識をとらえることができたのではないかと  

考えられる。   

なお，今回の調査で，シンナー吸引のよう  

に男女差のあるものもあり，その理由の解明  

は今後の課題としたい。   

また，本件非行名（少年鑑別所入所事由）  

との関係についても検討を続けたい。  

（7）非行の中和化   

非行少年の言い訳（合理化），すなわち中  

和の技術については，4類型のうち，①の罪  

又は責任の否定と④習慣の肯定という間接的  

な型が用いられることが多い。一方，②相手  

の不正義を指摘することや，③不法行為の否  

定など，ある種の「開き直り」と目される直  

接的な型による中和の技術を用いることは少  

ない。   

なお，前述のように，中和の技術の型（種  

類）の分類は，マッツアの著書を参考にして  

行ったが，日本語のニュアンスでみると若干  

の疑問がないでもない。今回の調査結果でも，  

中和の技術に関する同一の型の中でも，下位  

項目間の差が無視できないほど大きいものの  

あることが認められた。   

今後は，統計的手法で項目間の相関をみた  

上で，分類しなおすことが必要と思われる。  

（8）少年犯罪の認知   

非行少年もマスコミを通じて，少年非行に  

少なからぬ関心をもち，予想以上によく認知  

しているが，自分と関係づけて考える者は少  

ない。今後は，回答した少年自身の年齢や罪  

名との関係について更に分析を進めたい。  

6 おわりに  

今回の調査では，非行少年の社会認知とい  

う大きいテーマで，人の暮らし方や人生観な  

ど，人の生き方の基本に関するものから，規  

範意識や非行少年自身の考える非行防止策  

（方略）まで幅広い見地から非行少年の認知  

構造の分析を試みた。   

調査に当たっては，先行研究との比較がで  

きるように，共通して使える質問項目を採用  

することに努めたが，調査対象の少年が，少  

年鑑別所在所中であるという特殊事情にある  

ことから，若干の変更を加えた。   

その結果，非行少年の生き方に関すること  

では，愛情を重視し，セックスに寛容である  

ことや，その日その日を楽しく暮らす，社会  

的事象への無関心，自分重視などの特徴がみ  

られた。   

また，非行については，ぐ犯や一般に軽い  

といわれる犯罪に対しては，年々，より緩や  

かに考える傾向が強くなっている。重いとい  

われる事件については，最近，マスコミが少  

年の重大事件を大きく取り上げるようになり，  

それなりの関心は持っているが，処分を厳し  

くすることに反対である以外は，明確な意見  

はなく，概して，非行当事者としての認識が  

希薄であり，非行防止対策として，「青少年  

にナイフを売らないようにする」以外のこと  

を考える者は少ない，など，いくつかの注目   
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すべき結果が得られた。   

今後は，未分析の非行少年の特性や自由連  

想や自由記述で現れた社会認知の分析，また，  

罪種や性格特徴と社会認知の関係などについ  

て研究を続ける予定である。   

最後に，本研究の実施に当たり，調査に御  

協力を賜った法務省矯正局をはじめ矯正施設  

の各位に対して，心からの謝意を表します。  
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（資 料）  

整理番号  

ちょうさ  

6糸R琶6調査  

ひせいかつなかかんかんが  これは，みなさんが日ごろ生活の中で，どのように感じたり，考えたりしているかについ  
かんがかたらが  

らようさしつもんこたひと ての調査です。いろいろな質問に答えてもらいますが，人それぞれみんな考え方は違うの  

こたただまちがけっかぜんいん で，どの答えが正しいとか，間違っているということはありません。また，この結果は，全員  

ふんとあつかなまえかひつようしんばんかんけい の分をまとめて取り扱いますので，名前を書く必要はありません。みなさんの審判とも関係  
かん 

おもこた がありませんから，思ったまま，感じたままを答えてください。  

こた  力ヽた  

答え方  

峯簡ごとに，占巻にあてはまる奮えの暮雪を謹んで○を斥けていきます。筆の軌こならって替え  

てください。  鎧 皇室 崗  

そ
の
と
お
り
 
 
 

ま
あ
そ
の
と
お
り
 
 
 

ど
ち
ら
も
い
え
な
い
 
 

や
や
ら
が
う
 
 

ち
 
が
 
う
 
 

れい  

例：  

二 

－そ、ご二ー章二三  
私は，サッカーがクラスで竺筈里芋だ †〕たし  

d軌一とき成ここ仁○をつ〝ます   

しつもん じゆんばんこた  

ここから質問に入ります。順番に答えてください。   

しつもんせいべつこだぼんこうつ 質問1あなたの性別はどららですか。あてはまる答えの番号に○を付けてください。  

おとこ おんな  

ねんれいなんさい 

しつもんこたばんこうつ 質問2 あなたの年齢は何歳です力㌔あてはまる答えの番号に○を付けてください。  

さい 4．17歳   さい 3．16歳   
さいいじょう  

7．20歳以上  

さい 2．15歳   

さい 6．19歳  

さい 1．14歳   

さい 5．18歳  

つぎ すす  
＊＊＊ 次のページに進んでください。＊＊＊  
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しつもんひとくかたかんがしたなか 質問3 人の暮らし方について，あなたはどう考えますか。下の1から6までの中から1  
すうじきにゅう 

えらみぎかいとうらんなか    つ選んで，石の回答欄にその数字を記入してください。ただし，1から6までの中に  
なかじゆう  

かいとうらんきにゅうた    あてはまるものがないときは，7と回答欄に記入し，「7その他」のかっこの中に自由  
かんがきにゆう    にあなたの考えを記入してください。  

177   

たかちいひょうか 

よぎょうせきえ 1 良い業績をあげて，高い地位や評価を得たい  
けいさいてきゆだ  

2 経済的に豊かになりたい  

あいじょうだいじ  

みじかひと 3 身近な人との愛情を大事にしていきたい   

しやかいたひとびと 4 社会や他の人々のためにつくしたい   

じぶんしゆみたいせつ  

5 自分の趣味を大切にしていきたい   

ひひたのい 6 その日，その日を楽しく生きたい   

た 7 その他（  

しつもんしたたいさいしょおもことばきにゅう 質問4 下のことばに対して，最初に思いついた言葉を1つずつ記入してください。  

いじめ  

けいたいでんわ  

携帯電話  コンビニ  

がっこうせんせい  

学校の先生  

けいさつかん  

警察官  

かね お金  
きんじょひと 近所の人  

つぎ すす  
＊＊＊ 次のページに進んでください。＊＊＊  
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畠い誌う葡  

しつもんつぎ 質問5 次の1から22までのことがらについて，あなたはどのように  
かんが みぎがわかいとうらんひじょうはんだい ひじょうさんせい  

考えますか。右側の回答欄の「非常に反対」から「非常に賛成」  

じふんこだぼんこうえらすうじ   までのうち自分にあてはまる答えの番号を1つ選んでその数字に  

つ   ○を付けてください。  

おやめうえひといけんほう 1 親など目上の人の意見にはしたがった方がよい   

じふんせいいっぱいたにんかんがよゆう  2 自分のことに精一杯で，他人のことを考えるだけの余裕はない   

じふんなっとく  

3 自分で納得のいかないことはしたくない  

力＼んけい  

けっきょく  ひと        じふん     4 結局，人のことは自分とは関係のないことだ   

かたじふん力＼たものこととく  5 型にはまらず，自分なりのやり方で物事に取り組んでいく   

けいこだいじ  

6 敬語は大事にしたほうがいい   

7 みんながやっていても，がしないかぎりやらない   

にほんでんとうしゆうかんそんちょう  

8 日本の伝統や習慣は尊重すべきである   

かつとうほうしかつとう きょうみかんしん  

9 ボランティア活動や奉仕活動などに興味や関心はない   

けっかじふんためたいせつ 10 結果はどうであれ 自分で試してみることが大切である   

かんけい 

しやかいもんだいじふんせいかつおも 11 社会問題は自分の生活とはまったく関係ないことだと思う   

りゆうこうおもとめじふんだいじ 12 流行を追い求めるのでなく，自分なりのスタイルを大事にしたい   

こともおやそんけい  

13 子供は親を尊敬すべきだ   

せい力＼つ  

しゃかいしゆうかん 14 社会のしきたりや習慣にとらわれた生活はいやだ   

みんな  

じふんそん 15 自分が損をしてまで，皆のためにつくすのはバカげたことだ  

そ
の
と
お
り
 
5
 
 
5
 
 
5
 
 
5
 
 

ま
あ
そ
の
と
お
り
 
4
 
 
4
 
 
4
 
 
4
 
 
 

ど
ら
ら
と
も
い
え
な
い
 
3
 
 
3
 
 
3
 
 
3
 
 

や
や
ち
が
う
 
2
 
 
2
 
 
 
2
 
 
 
2
 
 

ら
 
が
 
う
 
1
 
 
 
1
 
 

1 2  3  4  5  

1 2  3  4  5  

1 2  3  4  5  

1 2  3  4  5  

1 2  3  4  5  

1 2  3  4  5  

1 2  3  4  5  

1 2  3  4  5  

1 2  3  4  5  

1 2  3  4  5  

1 2  3  4  5   

＊＊＊ 茨のページに富んでください。＊＊＊  



非行少年の社会認知に関する研究（その1）   

もんだいおもてん 

しつもんちいきしや力叫1したなか 質問6 地域社会について，問題だと思う点はあります力㌔下の1から8までの中からあな   
たの誓えに合うものすべてを蓄び，竿の笛窒播の疑紀○をイ古けて＜ださい。ただし，   
1から8までの欝にあてはまるものがないときは竿の笛富詣の，「9」に○をつけ，「9   
その庖」のかっこにあなたの誓えを呂竃に蓋いてください。また，偏にない」とき  
つ   は「10」，「わからない」ときは「11」に○を付けてください。  

179   

となりきんじょ  む力＼んしん ひと   

と し か  しんてん                ふ 1都市化の進展などにより，隣近所に無関心な人が増えた  

せいかつじかんたいきんじょす＜ 2 生活時間帯がまちまちになり，近所づきあいが少なくなった  
むかんしんひと 

ちいきかつとうふ 3 地域での活動やイベントなどに無関心な人が増えた  

ちょうない机1  かつとう  す＜  

4 町内会などの活動が少なくなった   

いえこともしか 5 よその家の子供を叱らなくなった  

きかいすく 6 割躍が鉛毒の芙と毒する機会が少なくなった  

きかいすく  

ちいきこどもあそば 7 地域で子供が遊んだり，スポーツをしたりする場や機会が少ない  

機会が少なくなった  ちいきしぜんふきかいすく 8 地域で自然に触れる  

た 9 その他（  

11 わからない  

針、替ら嫡  

つ （あてはまるものすべてに○を付ける）  

1  2  3  4  5  6  

7  8  9  10  11  

＊＊＊ 素のページに富んでください。＊＊＊  



中央研究所紀要 第11号  

室緒7 等し夢賢の箇憲・端なぎ霧笛態については，どうしたらよいと憲しほす机竿の   
1から9までの等から，あなたの誓えに合うものを粛堰竿の笛富諭の   
綻転○をイ看けてください。ただし，1から9までの等にあてlさまるものがないとき   
は，竿の箇箸箱のrlO」に○をして，rlOその庖」のかっこに巨詣に量いてくだ   
さい。また，「線こ難業を豊てる竃宴がない」と憲うときはrll」を，協からな  
つ   い」ときは「12」に○を付けてくさい。  

1簑弘ヾ覇兵への教習やしつけをきちんとする   

2 撃寝での圭菖壷・敬う醤をきちんとする   

3 壷占損の芙犬が嘗ず賢の苗芭に嘉をイ古け，静態の毒論纂矧こ萎める   

4 芳ざlきなどの蹴軌＼拒喜を写った嘗夢晋に難しても，しっかりと  

・する   

う 5 ・なにししく（）する  
げんそくせいしょうねんう   6 原則として，ナイフなどを青少年には売らないようにする   

7 警護で鳥ち拓崖壷を腎う   

8 箭謂な嵩琶を習った塩蔵儲やビデオ篭の鼓覆を最り轟まる   

9 キャンペーンなどによって，疑答窒鮎ヾ拒書院古こ静芯を轟っようにする  

180  

た 10 その他（  

畠い替ら嫡  

つ （あてはまるもの3つまで○を付ける）  

1  2  3  4  5  6  

7  8  9  10  11 12  

＊＊＊ 素のページに窪んでください。＊＊＊   



非行少年の社会認知に関する研究（その1）   

しつもんしちゆうがくせいつぎ 質問8 あなたは，もし，あなたの知っている中学生が，次の1  
み   から8までのことをしているのを見たとしたらあなたはど  
おも  

う思いますか。それぞれについて，「まったくかまわない」  

ぜったいほうよかんが   から「絶対にやめた方が良い」までのうち，あなたの考え  
こたばんこうえらばんこうっ   にあてはまる答えの番号を1つ選んでその番号に○を付け  

てください。  
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ん
関
 
ら
⊥
人
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旨
 
 

ほ
ん
に
ん
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か
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本
人
自
身
が
決
め
れ
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よ
い
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2
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2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
 

ぜ
っ
た
い
 
 

絶
対
や
め
た
ほ
う
が
よ
い
 
4
 
4
 
4
 
4
 
4
 
4
 
4
 
4
 
 
 

な
る
べ
く
や
め
た
ほ
う
が
よ
い
 
3
 
3
 
3
 
3
 
3
 
3
 
3
 
3
 
 

ま
っ
た
く
か
ま
わ
な
い
 
1
 
1
 
1
 
1
 
 

1芳だちとゲームセンターに行く い   

2 笈だちとタバコを吸う す   

3 笈だらとビールを飲む の   

4 芳だちとポルノ雑誌の貸し借りをする                    さっし   か   か  

ともまちあそ 5 窟蓮くまで友だちと街で遊ぶ  

6 義範で芳だちの家に泊まる いえと   

7 撃霹をさぽる  

8 岩岳をする  

ん
関
 
ら
太
1
 
 
お
口
 
 

か
回
 
 
 

ちゅうがくせい 

しつもんしつぎ 質問9 あなたは，もし，あなたの知っている中学生が，次の1  
み   から7までのことをするのを見たとしたら，どうすればよい  
おも ほんにんじか＜  

と思いますか。それぞれについて，「本人の自覚にまかせる」  
けいさつかん かんが  

から「警察官にいう」までのうち，あなたの考えにあてはま  

こだぼんこうつ   る答えの番号に○を付けてください。  

け
い
さ
つ
か
ん
 
 

警
察
官
に
い
う
 
 
 

が
っ
こ
う
せ
ん
せ
い
 
 

学
校
の
先
生
に
い
う
 
 
 

ゼ
ん
は
い
 
 
ら
ゆ
う
い
 
 

先
輩
に
注
意
し
て
も
ら
う
 
 
 

じ
ぶ
ん
ち
ょ
く
せ
つ
ち
ゅ
う
い
 
 

自
分
が
直
接
注
意
す
る
 
 
 

ほ
ん
に
ん
 
 
じ
か
＜
 
 

本
人
の
自
覚
に
ま
か
せ
る
 
 

1謹話王を姦策詳でオートバイの運転する                                   うんてん  

しなものだまも 2 スーパーから品物を黙って持ってくる  

じてんしやだま 

つか 3 蓮篇に蓋いてある自転車を黙って使う  

4 芙を毒してお箸を最り呈げる  

す 5 シンナーを吸う  

6 毒せい剤を打つ（吸う）           さい  う     す  

あいて 7 けんかをして相手にケガをさせる  

＊＊＊ 素のページに富んでください。＊＊＊  
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中央研究所紀要 第11号  182  

畠い誌う蘭  しつもんつぎおも 質問10 次の1から12までのことがらについて，あなたはどう思い  
みぎかいとうらん  

ますか。右の回答欄の「ちがう」から「そのとおり」までのうち，  

かんがかんかたこたばんこうえら   あなたの考えや感じ方にあてはまる答えの番号を1つ選んで，そ  

すうじつ   の数字に○を付けてください。  
そ
の
と
お
り
 
 
4
 
 

ま
あ
そ
の
と
お
り
 
 
3
 
 

や
や
ら
が
う
 
 
2
 
 

ち
が
う
 
 
1
 
 

とうろせいげんそ＜ど 

しことおくすこ 仕事に遅れそうになったとき，空いている道路で制限速度を超え  
くるまうんてんしかたおも て車を運転したとしても仕方がないと思う  

堅藁で霜が笥兵をかばうために，本当のことを言わなかったとし                                 ほんとう         い  
し力＼た        おも ても仕方がないと思う   

けいさつじふんかんけい 

きなにはな 警察で，自分に関係のないことを聞かれ，むっとして，何も話さ  
しかたおも なくなったとしても仕方がないと思う  

1 2  3  4  

けいさつつか ひとわる わる つか  

警察に捕まった人も悪いが，もっと悪いことをしても捕まらない  

4 芙がたくさんいるので，不公平だと思う                            ふこうへい    おも  
えんじょこうさいほいしゆん じっさいひがい  

援助交際（売春）などは，だれも実際の被害にあわないのだから，  

5 それほど厳しく取り締まる必要はないと思う             きび    と   し    ひつよう        おも  

わるあいて   いらいらしているとき，悪ふざけをした相手とけんかになり，け  
6 がをさせたとしても仕方がないと思う                        しかた        おも  

1 2  3  4  

1 2  3  4  

1 2  3  4  

じぶんわるくちいあいてよだなぐ 自分の悪口を言いふらした相手を呼び出して殴ったとしても  

しかたおも 仕方がないと思う  
1 2  3  4  

ひとおとかねとあきくあいて   人を脅してお金を取り上げるときは，たいてい気に食わない相手  
8 を選んでいるのだから，他人が干渉することではないと思う       えら                  たにん  かんしょう                 おも  1 2  3  4  

しょうねん  ひこう  

少年が非行をするのは，そのがのことは，どうでもよいと  
おも おも  

思っているからだと思う  
1 2  3  4  

しょうねん  ふだん  かてい  カーっこう  

けいさつ  つか                    き      まも    警察に捕まった少年でも，普段は家庭や学校などの決まりを守  
10 って雀宮していると誓う  

しょうねんじだいひこう せんばいとも  

少年時代の非行は，たいてい，先輩か友だらのまねをしている  

11だけであり，もともと驚笑が害いわけではないと思う                                                     おも  

1 2  3  4  

1 2  3  4  

まじめせいかつ  

しょうねんじだいあそせいじん 少年時代に，JSヾらJぶら遊んでいても，成人すれば真面目に生活す  
ほうおも るようになるのだから，まわりが岩島しをしない方がよいと思う  

＊＊＊ 素のページに富んでください。＊＊＊  

12  1 2  3  4   



非行少年の社会認知に関する研究（その1）   

しつもんいましんぶんさいみまんひとおじけん 質問11－1あなたは，今までにテレビや新聞などで，20歳末満の人が起こした事件に  
なか いちばんいんしょう のこ  

み    き                 おも                ついて見たり聞いたりしたことがあると思います。その中で一番印象に残って  
じけんひとおぽ     いるのはどんな事件ですか。いつごろ，どんな人が，どんなことをしたか，覚え  
はんいしたか     ている範囲でよいですから，下に書いてください。  

183   

じけん おも おも かん なん  

しつもん 質問11－2 あなたは，その事件についてどう思いましたか。思ったことや感じたことを何  
でもよいですから岩窟に蓋いてください。  

おわわすいちとまいめみなお これで終わりです。つけ忘れがないか，もう一度1校目から見直してください。   

こきょうりょく  
＊＊＊ 御協力ありがとうございました。 ＊＊＊  
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